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北　　区 上 京 区 左 京 区

井坂 博文
☎︵₄₁₁︶₈₆₉3

玉本なるみ
☎︵₇₂3︶3₆₈₉

くらた共子
☎₀₈₀︵₁₄₈₆︶₇3₀₄

加藤 あい
☎₀₉₀︵5₀₉₈︶₉₁₂₇

とがし 豊
☎︵₇₇₁︶₇₈₄₇

ひぐち英明
☎₀₉₀︵₉₁₁₆︶₆₄₉3

右 京 区 中 京 区 下 京 区 山 科 区

ほり 信子 
☎︵₈₇₂︶₉₂₈₂

山田こうじ
☎₀₉₀︵3₉₇₀︶₄₇₀₁

平井 良人
☎₀₉₀︵₆55₇︶₄₇₄₀

かまの敏徳
☎₀₉₀︵₉5₄₆︶₂₇₆3

鈴木とよこ
☎₀₉₀︵₁5₈₈︶3₆₀₀

山本 陽子 
☎︵5₉5︶₈3₄₂

西 京 区 南 　 区 伏 見 区

河合ようこ
☎︵3₉₂︶35₄₆

井上けんじ
☎︵₆₉₁︶33₂3

森田ゆみ子
☎₀₈₀︵5₇₀₂︶₀₁₆₆

赤阪　 仁 
☎₀₉₀︵3₄₈5︶₀₉₂₉

西野さち子
☎︵5₇₁︶5₇3₁

やまね智史 
☎︵₆₂₂︶₂₀₀₉
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ロシアのウクライナ侵略への抗議宣伝（2月25日）

敬老乗車証署名提出集会
（2月4日）

■ 新しい委員会の所属が
決まりました。
（◎委員長　○副委員長）
●常任委員会
•総務消防委員会
　◎かまの敏徳　井上けんじ
　　加藤　あい　ひぐち英明

•文化環境委員会
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•まちづくり委員会
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•産業交通水道委員会
　○山田こうじ　赤阪　仁
　　玉本なるみ　とがし　豊

●予・決算特別委員会
　○ やまね智史
（第１分科会副主査）

　○ とがし　豊
（第３分科会主査）

●市会運営委員会
　○ 加藤　あい（理事）
やまね智史（理事）
河合ようこ　とがし　豊

　　ほり　信子　山田こうじ

●関西広域連合議会議員
　　くらた共子
●都市計画審議会委員
　　かまの敏徳　西野さち子
　　山田こうじ
●人権擁護委員
　　赤阪　仁　　ほり　信子
● 後期高齢者医療
　広域連合議会議員
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23

市
民
負
担
増 

26
億
円

補
助
金
カ
ッ
ト 

27
億
円

　
京
都
市
は
、
２
０
０
億
円
の
収
入
増
の
内
１
８
７
億
円
を
公
債
償
還
基
金

に
積
み
立
て
る
と
し
ま
し
た
。
こ
の
一
部
を
活
用
す
れ
ば
、
負
担
増
も
補
助

金
カ
ッ
ト
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
市
民
負
担
増
・
補
助
金
カ
ッ
ト
ス
ト
ッ
プ

の
予
算
の
組
み
替
え
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公
明
・
民
フ
・
維
新
・

京
都
党
な
ど
の
反
対
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

（
組
み
替
え
案
の
詳
細
は
₁₆
ペ
ー
ジ
）

◆
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
（
１
３
８
施
設
）

　
　
約
５
億
４
６
０
０
万
円
の
負
担
増

　
　
•
学
童
保
育
料
の
大
幅
値
上
げ

　
　
　
約
１
億
６
０
０
０
万
円
の
負
担
増

　
　
　
６
割
の
世
帯
が
値
上
げ
　
最
大
２
・
６
倍
に

　
　
　
児
童
１
人
の
み
の
場
合
（
年
収
３
０
０
万
～
３
８
０
万
円
）

　
　
　
　
年
額
５
万
５
２
０
０
円
↓
14
万
５
０
０
０
円

◆
国
民
健
康
保
険
料
の
引
上
げ
14
億
円

　
　
１
人
当
た
り
平
均
３
５
６
８
円
の
引
上
げ

　
　
府
へ
の
国
保
事
業
費
納
付
金
　
約
20
億
円
増

◆ 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

自
己
負
担
額
の
改
定

　
　
市
民
税
非
課
税
者
も
含
め
、
一
律
１
５
０
０
円
へ

実質
 200億円の収入増！

（2021年度） 値上げも 補助金カットも必要ありません！
2022年度京都市予算 市民負担増26億円 補助金カット27億

円

　
２
０
２
２
年
度
京
都
市
予
算
は
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
に
も
と
づ
く
初
め
て
の
予
算
と

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
暮
ら
し
も
仕
事
も
大
変
な
と
き
に
、
大
幅
な
市
民
負
担
増
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
を
押
し
付
け
る
も
の
で
す
。

施　　設 現行料金 新　料　金
動物園入園料（一般） 620円 750円
二条城入城料（一般） 620円 800円
ひと・まち交流館会議室 無料 1,170円～ 4,590円
いきいき市民活動センター 100円～200円 600円～ 800円
深草墓園（納骨堂） ２万円 5万円

◆
市
営
住
宅
の
家
賃
減
免
措
置
見
直
し
２
８
０
０
万
円
（
２
０
２
２
年
度
分
）

◆
敬
老
乗
車
証
制
度
の
改
悪 

対
象
年
齢
・
負
担
金
を
段
階
的
に
引
き
上
げ

　
　
２
０
２
２
年
度
の
負
担
増
　
４
億
８
０
０
０
万
円

　
　
10
月
か
ら
負
担
金
が
２
倍
に

　
　
　
市
民
税
非
課
税
者
　
３
０
０
０
円
↓
６
０
０
０
円

２
０
２
２
年
度
予
算
の
主
な
内
容

◆
民
間
保
育
園
へ
の
職
員
給
与
補
助
金　
約
13
億
円

　�

　
最
大
４
０
０
０
万
円
超
の
削
減
と
な
る
園
も
あ
り
ま
す
。
新
年
度
の
直
前
に

削
減
押
し
付
け
で
、
各
園
で
は
大
き
な
混
乱
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
保
育
士
の
給

与
カ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
保
育
園
も
あ
り
、
保
育
の
質
も
守
れ
な
く
な
り
ま
す
。

◆
各
種
補
助
金
の
カ
ッ
ト
（
民
間
保
育
園
以
外
）
約
14
億
円

　
　
◦
重
度
障
害
者
等
利
用
事
業
所
支
援
事
業
補
助
金
削
減

　
　
◦
耐
震
・
防
火
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
休
止

　
　
◦
伝
統
産
業
設
備
改
修
補
助
削
減

　
　
◦�

社
会
福
祉
協
議
会
、区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
な
ど

　
来
年
度
以
降
の
改
悪
も

◆
消
防
職
員
３
年
間
で
１
５
０
人
削
減
計
画　
２
０
２
２
年
度
49
人
削
減

◆
２
０
２
３
年
度
以
降
の
値
上
げ
（
19
施
設
）

　
　�

京
都
会
館
、
京
都
市
体
育
館
、
西
京
極
総
合
運
動
公
園
、
地
域
体
育
館
、

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
文
化
会
館
な
ど

◆
市
バ
ス
８
％
、地
下
鉄
７
％
程
度
の
運
賃
値
上
げ
方
針（
今
で
も
日
本
一
高
い
）

　
　
市
バ
ス
・
地
下
鉄
「
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
改
訂
版
」
案
よ
り
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３月１日
市政トピックス
Topics

　
ひ
ぐ
ち
英
明
議
員
は
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
国
の

補
正
予
算
等
を
活
用
し
て
、
橋
梁
の
耐
震
化
や
道
路
の

改
修
や
防
災
対
策
、
保
育
や
学
童
保
育
の
職
員
の
賃
上

げ
、
学
校
施
設
の
改
善
な
ど
は
必
要
な
事
業
と
し
た
上

で
、
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
度
の
収
入
見
込
み
が
２
０
０
億
円
多
く

な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
う
ち
１
８
７
億
円
を

公
債
償
還
基
金
の
積
立
に
充
て
る
と
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
使
う
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
財
源
を
活
用
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
２

０
２
２
年
度
の
26
億
円
の
市
民
負
担
増
や
、
27
億
円
の

補
助
金
カ
ッ
ト
な
ど
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

ま
た
コ
ロ
ナ
対
策
に
あ
た
っ
て
い
る
職
員
１
４
７
人
、

12
億
円
の
削
減
や
賃
金
カ
ッ
ト
を
中
止
す
る
こ
と
が
き

で
き
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

市
民
負
担
増
、
補
助
金
カ
ッ
ト
は
中
止
で
き
る

�

２
０
２
１
年
度
補
正
予
算
に
、
ひ
ぐ
ち
英
明
議
員
が
反
対
討
論

子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
逮
捕
！

　
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
（
当
時
）
が
、
収
賄
の
疑
い
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た

（
４
月
８
日
、
懲
戒
免
職
処
分
）。
行
政
に
対
す
る
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
も
と
で
の
当
局
長
所
管
の
民
間
保
育
園
補
助
金

カ
ッ
ト
・
負
担
増
な
ど
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

元自民党・豊田 恵美議員に対する
問責決議

　豊田恵美議員が、自民党所属時代、
政務活動費を夫である職員に対して支
出している一方で、重複する一定の期
間、夫が働いていなかったとする休業
損害証明書に署名していたことが判明
したことに対する問責決議が全会一致
で可決されました。しかし議員本人と
自民党による市民のみなさんへの説明
責任は果たされないままです。

「ムダな大型開発よりも市民のくらし」
声を広げて、ストップさせましょう！

財
政
が
厳
し
い
と
言
い
な
が
ら

国
・
府
・
京
都
市
一
体
で
、
巨
大
開
発
は
推
進
！

　
市
長
は
、
国
・
府
・
市
一
体
と
な
っ
た
大
型
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
推
進
の
立
場
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
「
財
政
が
厳
し
い
」
と
市
民
負
担
増
、
サ
ー
ビ
ス
カ
ッ
ト
を
押
し
付
け
て
い
る
姿
勢
に

怒
り
と
疑
問
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
自
民
・
公
明
の
「
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
は
、
来
年

（
２
０
２
３
年
）
の
着
工
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。
２
兆
１
千
億
円
以
上
と
い
わ
れ
る
莫
大
な
建
設
費
用
、

地
元
負
担
は
い
ま
だ
に
明
ら
か
に
せ
ず
、
さ
ら
に
ど
れ
く
ら
い
膨

れ
上
が
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
京
都
市
の
地
下
40
ｍ
に
巨
大
な
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
に
、
陥

没
事
故
な
ど
へ
の
不
安
が
広
が
り
、
大
量
の
残
土
に
つ
い
て
は
未

だ
処
理
方
針
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
長
も
「
地
下
水
脈
に
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
に
」
と
注
文
を
付
け
る
ほ
ど
、
地
下
水
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
京
都
府
は
、
植
物
園
を
含
む
「
北
山
エ
リ
ア
」
に
、
１
万
人
規

模
の
巨
大
ア
リ
ー
ナ
（
建
設
費
３
５
０
億
円
）
や
、
商
業
施
設
や

イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
を
建
設
し
、
民
間
企
業
の
儲
け
の
場
に
提
供

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　「
日
本
最
古
の
公
立
植
物
園
を
つ
ぶ
す
な
」
と
、
全
国
か
ら
13

万
筆
以
上
の
反
対
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
画
エ
リ
ア
は
、

京
都
市
の
都
市
計
画
で
、
劇
場
も
ホ
テ
ル
も
建
て
ら
れ
な
い
地
域

（
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
）
で
す
。
京
都
市
が
開
発
を
認

め
な
け
れ
ば
、
植
物
園
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
北
陸
新
幹
線
延
伸
」
計
画

「
北
山
エ
リ
ア
開
発
」
計
画

市
長
﹁
国
の
長
期
展
望
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
重
要
﹂

市
長
﹁
府
と
の
調
整
を
密
に
し
て
取
組
を
進
め
て
い
く
﹂

ロシアは
ウクライナ侵攻を
止めろ！

「ロシアによる軍事侵攻に抗議する
決議」を全会一致で可決（３月１日）

　決議は姉妹都市キーウ市を含むウク
ライナへの侵攻に対し、強く抗議する
とともに、ロシア軍の即時撤退、早期
に平和的解決が図られることを求めて
います。

21.1

39.8

19.2
7.1

12.8

不要なので
中止するべきだ

％

北陸新幹線延伸について
不要なので
中止するべきだ

予定通り
進めればよい

大きな費用が
かかるため
再検討すべきだ

大きな費用が
かかるため
再検討すべきだ

予定通り
進めればよい

開業時期を
早めるべきだ
開業時期を
早めるべきだ

わからない・
答えない
わからない・
答えない

北陸新幹線延伸 否定的６割
2022年4月6日付京都新聞をもとに市議団で作成開発がねらわれる京都府立植物園
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くらた 共子 議員

くらた共子議員は、２月28日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質疑を行いました。

　
く
ら
た
共
子
議
員
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
は
断
じ
て
許
せ
な
い
こ
と
、
市
長

は
キ
エ
フ
（
キ
ー
ウ
）
の
姉
妹
都
市
と
し
て
ロ

シ
ア
の
即
時
撤
退
を
求
め
、
他
都
市
へ
も
は
た

ら
き
か
け
る
べ
き
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
自

宅
療
養
期
間
を
自
分
で
判
断
す
る
な
ど
、
保
健

所
機
能
が
果
た
せ
な
い
深
刻
な
事
態
だ
と
指
摘

し
、
14
ヶ
所
あ
っ
た
保
健
所
を
1
つ
に
し
た
こ

と
が
、
決
定
的
弱
点
だ
っ
た
と
認
め
反
省
す
べ

き
と
質
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
各
行
政
区
の

医
師
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
が
と
れ
る
機
能

を
早
急
に
再
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
全
庁
あ
げ
た
応
援
体
制
や
、
集
約

化
に
よ
っ
て
迅
速
に
対
応
で
き
た
と
強
弁
し
ま

し
た
。

「
行
財
政
改
革
計
画
」
は
撤
回
し
、

予
算
の
組
み
替
え
を

　
補
正
予
算
一
般
財
源
で
当
初
予
算
よ
り
２
０

０
億
円
増
と
な
り
、
本
予
算
で
も
「
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
並
み
の
減
収
」
を
回
避
し
た
こ
と
、

福
祉
切
り
捨
て
、
利
用
料
・
使
用
料
の
引
き
上

げ
は
、
公
的
責
任
の
放
棄
で
あ
る
こ
と
、「
毎

年
５
０
０
億
円
の
不
足
」
で
「
財
政
が
破
た

ん
」
と
し
て
い
た
行
財
政
改
革
の
前
提
は
崩
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
、
計
画
撤
回
と
予
算
の
組

み
替
え
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
増
収
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、

行
財
政
改
革
計
画
は
進
め
る
と
強
弁
し
ま
し
た
。

「
行
財
政
改
革
計
画
」
に
基
づ
く

予
算
案
の
問
題
点
に
つ
い
て

　
く
ら
た
議
員
は
、
予
算
案
の
問
題
点
に
つ
い

て
、
第
1
に
、
本
市
の
保
育
の
土
台
を
支
え
て

い
る
民
間
保
育
園
へ
の
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
わ
な
い
ま
ま
の
補
助
金
削
減
な
ど
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
厳
し
く
批
判
。
子
ど
も
若
者

は
ぐ
く
み
局
長
逮
捕
に
つ
い
て
、
全
容
解
明
・

真
相
究
明
が
最
優
先
と
指
摘
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
今
こ
そ
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
軽
減
へ
、

思
い
切
っ
た
予
算
を
振
り
向
け
る
べ
き
と
求
め

ま
し
た
。

　
第
2
に
、
今
で
も
高
い
国
民
健
康
保
険
料
に

つ
い
て
、
自
営
業
者
か
ら
の
「
税
金
の
中
で
国

保
料
が
最
も
重
い
」
と
の
声
を
紹
介
し
、
年
金

生
活
者
や
非
正
規
労
働
者
、
自
営
業
者
な
ど
生

活
ひ
っ
迫
時
に
、
値
上
げ
を
回
避
し
、
基
金
活

用
で
引
き
下
げ
も
で
き
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
第
3
に
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
に
つ
い
て
、
公

営
企
業
の
使
命
は
第
一
に
福
祉
の
増
進
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
の
足
を
守
り
勇
気
を
与
え
る

政
策
こ
そ
必
要
と
指
摘
し
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
増
額
し
、
運
賃
値
上
げ
・
ダ
イ
ヤ

縮
小
を
撤
回
し
、
国
に
減
収
補
填
を
求
め
、
公

共
交
通
の
独
立
採
算
制
を
変
え
る
よ
う
迫
る
べ

き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
第
4
に
、
５
５
０
人
の
職
員
削
減
計
画
に
基

づ
い
て
、
さ
ら
に
1
4
7
人
も
減
ら
す
な
ど
と
ん

で
も
な
い
と
指
摘
、
保
健
所
へ
の
応
援
体
制
に
よ

り
、
自
治
体
全
体
の
機
能
を
弱
め
て
お
り
、
こ
れ

以
上
の
職
員
削
減
方
針
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
、原
油
価
格
高
騰
下
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
支
援
の
抜
本
強
化
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
国
の
観
光
立
国
論
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
政
策
で
、
大
企
業
誘
致
に
多
額
の
補

助
を
使
い
、
外
資
等
の
誘
致
に
便
宜
を
図
る
な

ど
、
歪
ん
だ
経
済
政
策
を
と
っ
て
き
た
と
指
摘

し
、
党
議
員
団
が
取
り
組
ん
だ
伝
統
産
業
関
係

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、「
産
業
技
術
研
究
所

の
力
が
必
要
」、「
設
備
改
修
補
助
制
度
は
助
か

っ
た
」、「
機
械
修
理
の
職
人
不
足
、
遠
方
か
ら

の
修
理
出
張
費
が
出
せ
な
い
」
等
々
リ
ア
ル
な

声
を
紹
介
し
、
本
市
が
直
接
伝
統
産
業
各
分
野

の
実
情
を
つ
か
み
、
緻
密
な
対
策
を
打
つ
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
西
陣
織
工
業
組
合
で
は
組
合

員
以
外
の
関
連
事
業
者
に
呼
び
か
け
、
市
職
員

に
よ
る
支
援
制
度
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
、
申

請
を
後
押
し
し
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
を
全
関

連
業
者
に
と
質
し
ま
し
た
。

　
産
業
観
光
局
予
算
14
億
１
０
０
０
万
円
も
減

額
、
伝
統
産
業
予
算
も
増
や
さ
ず
、
新
規
枠
は

国
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
重
点

化
、
伝
統
産
業
設
備
改
修
等
補
助
は
２
１
０
０

万
円
へ
半
減
と
指
摘
。
府
と
連
携
し
全
国
の
関

係
者
と
結
ん
で
国
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
、
国

の
伝
統
産
業
予
算
増
額
と
自
治
体
の
裁
量
を
広

げ
る
よ
う
強
く
求
め
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
、
京
都
特

有
の
魅
力
を
形
づ
く
っ
て
き
た
商
店
街
を
再
生

さ
せ
る
、
本
腰
入
れ
た
商
店
街
振
興
計
画
を
策

定
す
べ
き
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
京
都
市
職

員
が
商
店
街
等
に
出
向
い
て
、
各
種
制
度
の
周

知
と
申
請
支
援
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

上
京
区
の
地
元
問
題
に
つ
い
て

　
上
京
区
出
水
西
院
町
の
簡
易
宿
所
で
、
事
業

者
は
住
民
の
要
望
署
名
の
受
け
取
り
を
拒
否
、

ま
と
も
な
説
明
会
も
開
催
さ
れ
な
い
た
め
、
住

民
が
市
に
指
導
を
求
め
ま
し
た
が
、
市
は
昨
年

12
月
20
日
に
営
業
許
可
し
ま
し
た
。
問
題
は
、

①
施
設
の
玄
関
が
保
育
園
玄
関
と
近
接
、
②
木

造
住
宅
密
集
地
、
③
世
帯
数
43
戸
の
町
内
に
す

で
に
２
ケ
所
の
簡
易
宿
所
が
営
業
中
の
３
点
で
、

管
理
者
不
在
の
簡
易
宿
所
は
こ
れ
以
上
い
ら
な

い
と
い
う
住
民
の
思
い
を
受
け
止
め
、
事
業
者

を
指
導
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　
二
条
城
北
側
に
外
資
系
ホ
テ
ル
計
画
、
そ
の

東
に
も
東
京
資
本
の
ホ
テ
ル
計
画
が
あ
り
、
二

条
城
の
歴
史
的
景
観
と
住
環
境
を
破
壊
す
る
と

厳
し
く
指
摘
、
相
国
寺
町
で
も
三
菱
地
所
に
よ

る
ホ
テ
ル
計
画
が
あ
り
、
法
的
拘
束
力
の
な
い

「
上
質
宿
泊
施
設
誘
致
制
度
」
を
廃
止
す
べ
き

と
主
張
し
ま
し
た
。

「
行
財
政
改
革
計
画
」は
撤
回
し
、子
育
て
・
福
祉
の
充
実
を

市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
値
上
げ
撤
回

中
小
・
小
規
模
事
業
者
支
援
の
充
実
を

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
・ 

保
健
所
の
再
構
築
を
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やまね 智史 議員

「
行
財
政
改
革
」は
、福
祉
の
削
減
。

不
要
不
急
の
大
型
事
業
の

見
直
し
を

　
や
ま
ね
智
史
議
員
は
、「
行
財
政
改
革
」
で

削
ら
れ
る
の
は
、
生
活
困
窮
者
な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
に
最
も
支
え
が
必
要
な
方
々
の
予
算
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
。
市
長
は
、
数
百
万
円
の
細
か
い

福
祉
施
策
を
削
る
一
方
で
、
な
ぜ
数
千
億
円
も

の
大
型
事
業
を
見
直
さ
な
い
の
か
と
批
判
し
ま

し
た
。

　
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
三
施
設
一
体
化
事

業
で
は
、
新
築
工
事
費
「
48
億
円
」
に
対
し
、

耐
震
改
修
な
ら
「
１
億
円
余
り
」
で
で
き
る
こ

と
を
指
摘
し
、「
財
政
が
大
変
な
ら
、
な
ぜ
今

あ
る
建
物
を
大
切
に
使
わ
な
い
の
か
」「
児
童

の
発
達
診
断
等
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
こ
と

こ
そ
問
題
だ
」
と
追
及
。「
住
民
福
祉
の
増
進
」

と
い
う
自
治
体
の
原
点
に
立
ち
、
開
発
型
事
業

を
中
止
し
、
耐
震
化
や
長
寿
命
化
、
マ
ン
パ
ワ

ー
確
保
な
ど
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ
と
、

70
億
円
の
鴨
川
東
岸
線
第
三
工
区
は
、
き
っ
ぱ

り
中
止
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
福
祉
施
策
の
負
担
の
大
き
さ
は

明
ら
か
」「
大
型
事
業
を
見
直
せ
ば
福
祉
を
見

直
さ
な
く
て
よ
い
と
い
う
状
況
で
は
な
い
」
な

ど
と
開
き
直
り
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
は
中
止
し

伏
見
の
地
下
水
を
守
れ

　
市
長
が
北
陸
新
幹
線
の
工
事
費
に
つ
い
て
、

「
極
小
化
」
が
可
能
で
あ
る
よ
う
な
表
明
を
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
が
「
法
の
ス
キ

ー
ム
か
ら
す
る
と
不
可
能
」
と
断
言
し
た
こ
と

か
ら
、「
何
の
根
拠
も
な
い
」
と
批
判
。
過
去

の
大
規
模
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
、
水
枯
れ
や
地
盤

沈
下
等
の
被
害
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
計
画
に
お
い
て
も
市
独
自
で
も
地
下
水
等
の

調
査
を
行
う
べ
き
だ
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
伏
見
の
地
下
水
へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
は
、

酒
造
関
係
者
の
要
望
書
な
ど
を
示
し
、
市
長
が

「
で
き
る
限
り
⋮
低
減
」
と
の
立
場
な
ら
、「
影

響
が
出
る
」
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
と
厳
し

く
指
摘
。「
影
響
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

の
立
場
に
立
つ
べ
き
だ
と
迫
り
、
巨
額
の
財
政

負
担
、
自
然
や
生
活
環
境
の
破
壊
、
地
場
産

業
・
伝
統
文
化
を
破
壊
す
る
「
北
陸
新
幹
線
の

延
伸
計
画
」
は
中
止
・
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
可
能
な
限
り
」
と
の
立
場
を

変
え
ず
、
従
来
の
答
弁
を
く
り
返
し
ま
し
た
。

大
岩
山
の
産
廃
撤
去
、
情
報
公
開
、

土
砂
条
例
の
強
化
を

　
大
岩
山
の
土
砂
問
題
に
つ
い
て
、
京
都
市
は

こ
の
間
、
つ
い
に
「
産
廃
が
含
ま
れ
る
」
こ
と

を
認
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
産
廃
の
総
量
と
事

業
者
へ
の
指
導
内
容
は
、「
答
え
ら
れ
な
い
」

と
の
一
点
張
り
で
あ
る
た
め
、
市
民
の
命
よ
り

事
業
者
の
利
益
を
優
先
す
る
と
取
ら
れ
て
も
仕

方
な
い
と
批
判
。
熱
海
市
の
よ
う
な
詳
細
な
情

報
公
開
を
要
求
し
、「
違
法
に
持
ち
込
ま
れ
た

土
砂
・
産
廃
の
全
量
撤
去
」
を
追
及
、
国
に
法

規
制
を
迫
る
と
と
も
に
、
市
の
土
砂
条
例
を
強

化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
へ

非
正
規
の
直
接
雇
用
の
法
改
正
を

　
日
本
で
は
、
男
女
の
賃
金
格
差
が
深
刻
で
あ

り
、
非
正
規
の
女
性
が
、
雇
用
の
調
整
弁
と
な

っ
て
い
る
実
態
の
受
け
止
め
を
質
問
。
女
性
が

非
正
規
雇
用
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
調
査
結
果

を
示
し
、「
自
ら
非
正
規
を
選
ん
で
い
る
」
と

の
議
論
は
許

さ
れ
な
い
と

主
張
。
今
あ

る
制
度
も
使

え
ず
に
い
る

可
能
性
が
あ

り
、
抜
本
的

に
制
度
の
周

知
を
拡
大
す

る
こ
と
、
派

遣
労
働
は
臨
時
的
業
務
に
限
定
し
、
1
年
を
超

え
れ
ば
直
接
雇
用
に
転
換
す
る
よ
う
国
に
法
改

正
を
求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
非
正
規
に
つ
い
て
、「
不
本
意
」

の
課
題
や
、
賃
金
格
差
の
一
因
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
多
様
な
働
き
方
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
面
も
あ
る
と
し
て
、
自
己
責
任
を

押
し
つ
け
る
議
論
も
否
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

就
活
セ
ク
ハ
ラ
の
根
絶
を

　
２
０
１
７
～
１
９
年
度
に
卒
業
し
た
学
生
の

う
ち
、
４
人
に
１
人
が
就
職
活
動
中
等
に
セ
ク

ハ
ラ
を
受
け
た
と
い
う
厚
労
省
の
調
査
を
紹
介
。

市
長
と
し
て
、「
就
活
セ
ク
ハ
ラ
は
絶
対
に
許

さ
な
い
」
立
場
の
発
信
、
実
態
調
査
と
相
談
窓

口
の
設
置
、
国
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
「
労
働
の
世
界
に

お
け
る
暴
力
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
条
約
」
の

批
准
を
求
め
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
就
活
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
、

「
事
業
主
の
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
性

的
な
言
動
に
よ
っ
て
個
人
の
尊
厳
や
人
格
を
傷

つ
け
る
許
さ
れ
な
い
行
為
」
だ
と
答
弁
し
ま
し

た
。学

生
の
生
活
支
援
、
独
自
補
助
を

　
困
窮
す
る
学
生
へ
の
食
材
支
援
活
動
に
、
府

内
で
の
べ
１
万
２
千
人
も
の
方
が
参
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
市
内
人
口
の
１
割
を
占

め
る
学
生
に
、
ま
と
も
な
生
活
支
援
策
が
な
い

こ
と
を
批
判
。
国
に
学
費
半
減
を
要
求
し
、
市

独
自
で
も
給
付
金
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
食
材
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る

市
民
・
事
業
者
・
団
体
・
大
学
へ
の
補
助
の
検

討
な
ど
京
都
市
の
責
任
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

◆�

伏
見
工
業
高
校
跡
地
に
つ
い
て
、
住
民
が
使

え
る
公
共
施
設
に
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
の
延
伸
計
画
は
中
止
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ　

派
遣
法
の
改
正
を

就
活
セ
ク
ハ
ラ
根
絶
を

やまね智史議員は、２月28日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質疑を行いました。　男らしさ、女らしさなど社会的・文化的に形成された性

差（ジェンダー）にもとづいて、役割などを個人にあては
めるのではなく、平等に権利・機会を分かち合うこと。

ジェンダー平等
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赤阪　仁 議員

赤阪　仁議員は、２月28日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質疑を行いました。

憲
法
を
生
か
し
た
国
づ
く
り

　
赤
阪
仁
議
員
は
、
日
本
国
憲
法
施
行
75
周
年

を
迎
え
る
今
年
、
憲
法
を
生
か
し
た
平
和
な
国

づ
く
り
を
め
ざ
す
流
れ
と
、
憲
法
を
改
悪
し
、

戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
と
す
る

流
れ
の
せ
め
ぎ
合
い
の
年
に
な
っ
て
い
る
と
指

摘
。
岸
田
首
相
や
安
倍
元
首
相
が
、「
相
手
国

を
せ
ん
滅
す
る
能
力
」
と
説
明
し
て
い
る
「
敵

基
地
攻
撃
能
力
」
の
保
有
検
討
を
打
ち
出
し
て

い
る
こ
と
は
憲
法
９
条
の
立
場
と
は
相
い
れ
な

い
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
憲
法
9
条
を
生
か
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

と
手
を
携
え
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
（
※
）
の

枠
組
み
を
活
用
・
発
展
さ
せ
、
東
ア
ジ
ア
を
平

和
と
協
力
の
地
域
に
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

呼
び
込
み
型
開
発
か
ら 

住
環
境
を
守
る
規
制
を

　
赤
阪
議
員
は
、「
都
市
計
画
の
見
直
し
」
と

い
う
名
目
で
、「
新
景
観
政
策
の
高
さ
規
制
の

特
例
許
可
の
基
準
緩
和
、
ま
た
高
さ
規
制
そ

の
も
の
の
緩
和
」「
市
街
化
調
整
区
域
へ
の
企

業
立
地
を
進
め
る
た
め
の
規
制
緩
和
」
な
ど
、

様
々
な
規
制
緩
和
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
地
価
高
騰
を
招
き
、
若
い
世
代
が
住
め
な

い
、
住
民
が
住
み
続
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
と
厳
し
く
批
判
し
、
住
環
境
を
守
る
た

め
の
規
制
を
強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
若
年
・
子
育
て
層
の
市
外
流
出
」

と
「
産
業
用
地
・
空
間
の
不
足
」
に
対
応
す
る

た
め
都
市
計
画
上
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
と

答
弁
し
ま
し
た
。

北
山
開
発
中
止
、植
物
園
を
守
れ

　
赤
阪
議
員
は
、
京
都
府
の
北
山
エ
リ
ア
再
開

発
計
画
は
、
京
都
市
の
都
市
計
画
で
は
建
て
ら

れ
な
い
ホ
テ
ル
や
舞
台
芸
術
施
設
な
ど
が
含
ま

れ
て
お
り
、
住
民
説
明
会
で
も
次
々
と
反
対
の
声

が
出
さ
れ
、「
見
直
し
」
を
求
め
る
署
名
も
12
万

人
超
（
2
月
時
点
）
に
も
の
ぼ
り
、
整
備
計
画
の

撤
回
を
府
に
申
し
入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
府
と
の
調
整
を
密
に
し
取
組
を
進

め
て
い
く
」
と
推
進
の
立
場
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
赤
阪
議
員
は
、
伏
見
区
向
島
に
お
い
て
、
市

街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
を
規
制
緩
和
に
よ
っ

て
、
産
業
用
地
に
転
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
、
京
都
市
の
農
業
を
犠
牲
に
す
る

計
画
は
中
止
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
企
業
立
地
を
進
め
る
上
で
、
市

街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
産
業
用
地
の
創
出
は
、

重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
、
農
地
転
用
推
進
の

姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

市
営
住
宅
の
整
備
、 

家
賃
減
免
制
度
の
改
悪
反
対

　
赤
阪
議
員
は
、
子
育
て
世
代
の
京
都
か
ら
の

流
出
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、「
ス
ト
ッ
ク
活

用
総
合
指
針
」
で
は
市
営
住
宅
戸
数
を
減
ら
す

計
画
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
空
き
家
整
備
を

推
進
し
、
若
い
世
代
、
障
が
い
者
も
入
居
で
き

る
よ
う
に
、
入
居
条
件
の
所
得
基
準
額
の
緩
和

と
と
も
に
、
低
所
得
者
に
対
す
る
家
賃
減
免
制

度
の
改
悪
は
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
局
長
は
「
市
営
住
宅
は
全
体
と
し

て
の
供
給
量
は
充
足
し
て
お
り
削
減
し
て
い
く
。

入
居
収
入
基
準
は
、
こ
れ
以
上
に
引
き
上
げ
る

考
え
は
な
い
。
家
賃
減
免
制
度
の
見
直
し
は
、

入
居
世
帯
間
の
公
平
性
や
民
間
賃
貸
住
宅
入
居

者
と
の
均
衡
等
か
ら
本
年
4
月
か
ら
運
用
し
て

い
く
」
と
冷
た
い
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

35
人
学
級
の
実
施
、 

教
育
条
件
の
整
備
を

　
赤
阪
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
、
文
科
省

も
来
年
度
か
ら
、
公
立
小
学
校
で
段
階
的
に
35

人
学
級
を
導
入
す
る
方
針
を
示
し
た
と
紹
介
。

京
都
市
で
も
、
来
年
度
の
小
学
校
3
年
生
で
の

実
施
は
も
ち
ろ
ん
、
全
学
年
で
の
35
人
以
下
学

級
を
早
期
に
実
施
し
、
さ
ら
に
30
人
以
下
学
級

の
実
施
を
め
ざ
す
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
国
の
計
画
通
り
実
施
す
る
が
、

市
独
自
の
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、「
財
政

が
厳
し
く
実
施
は
困
難
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
赤
阪
議
員
は
、
伏
見
区
神
川
中
学
校
の
生
徒

数
は
こ
の
10
年
間
、
適
正
規
模
の
２
倍
以
上
、

１
０
０
０
人
以
上
の
ま
ま
で
あ
り
、
新
設
校
の

建
設
に
よ
る
マ
ン
モ
ス
校
の
早
期
解
消
を
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
遠
距
離
通
学
補
助
金
の
改
悪

を
や
め
、
義
務
教
育
通
学
費
へ
の
公
費
負
担
を

求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
神
川
中
学
校
に
つ
い
て
、「
今

後
数
年
で
１
０
０
名
減
少
の
見
込
み
。
新
設
は

必
要
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
距

離
通
学
費
補
助
金
は
、
本
市
独
自
の
制
度
で
あ

り
、
全
庁
的
な
補
助
金
の
見
直
し
・
総
点
検
に

伴
い
負
担
額
を
変
更
す
る
、
義
務
教
育
通
学
費

の
全
額
公
費
負
担
は
困
難
と
拒
否
し
ま
し
た
。

住
民
本
意
の
向
島
の
ま
ち
づ
く
り

　
赤
阪
議
員
は
、
元
向
島
中
学
校
の
跡
地
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
貴
重
な
活
動
拠
点
と
し

て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
売
却
す
る
こ
と
な
く
、

現
状
の
施
設
利
用
を
保
障
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。
副
市
長
は
、「
地
域
の
求
め
る
医
療
・

福
祉
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
早
期
に
活
用
し
て

い
く
」
と
述
べ
、
売
却
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
伏
見
区
内
の
竹
田
～
向
島
の
駅
に
つ

い
て
も
敬
老
乗
車
証
の
適
用
を
求
め
ま
し
た
が
、

副
市
長
は
「
市
税
負
担
の
増
大
を
招
き
、
困

難
」
と
冷
た
く
拒
否
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
向
島
を
は
じ
め
市
内
4
か
所
の
証

明
書
発
行
コ
ー
ナ
ー
存
続
を
求
め
ま
し
た
が
、

副
市
長
は
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
に
む
け
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
利
用
促
進
に

取
り
組
む
」
と
存
続
に
は
背
を
向
け
ま
し
た
。

憲
法
９
条
生
か
し
た
平
和
の
国
づ
く
り
を

大
企
業
呼
び
込
み
の
規
制
緩
和
か
ら
、住
環
境
を
守
る
市
政
へ

少
人
数
学
級
の
実
施
、
教
育
条
件
の
整
備
を

　ASEAN（東南アジア諸国連合）は、「紛争の平和的な解決」を義務づ
けた友好協力条約をむすび、東南アジアを「分断と敵対」から「平和と協
力」の地域に変えてきました。「平和の枠組み」を東アジア全域に広げる
ために、いまASEANは、米国、中国、日本などをふくむ「東アジアサミット」
を毎年ひらき、東アジア規模での友好協力条約をめざして努力しています。

東アジアサミット
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加
藤
議
員
は
、
２
０
２
１
年
度
当
初
予
算
よ
り
も
２

０
０
億
円
も
増
収
と
な
っ
た
も
と
で
も
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
各
種
値
上
げ
や
有
料
化
、
市
バ
ス
地
下
鉄

の
値
上
げ
な
ど
、
市
民
負
担
増
、
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て

を
強
行
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
の
補
助
金
は
、
最
大
で
総
額
20
億
円
、
１
施

設
で
は
４
０
０
０
万
円
超
も
の
削
減
に
な
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
赤
字
予
算
を
組
ま
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い

込
も
う
と
し
て
お
り
、
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
の
前

局
長
の
逮
捕
と
い
う
不
祥
事
の
も
と
で
の
痛
み
押
し
付

け
は
、
市
民
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
主
張
。
北
陸
新
幹

線
延
伸
な
ど
ム
ダ
な
大
型
事
業
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
「
京
都
の
発
展
の

た
め
に
は
重
要
な
事
業
」
と
答
弁
し
、
２
兆
１
千
億
円

以
上
の
お
金
が
か
か
っ
て
も
、
国
と
府
市
一
体
に
な
っ

て
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
加
藤
議
員

は
、
福
祉
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
削
減
し
、
不
要
不
急
の

大
型
事
業
は
推
進
す
る
こ
と
こ
そ
、
将
来
世
代
に
負
担

を
押
し
付
け
る
も
の
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
第
６
波
に
対
応
し
た
本
市
の
保
健
所

は
派
遣
や
週
替
わ
り
の
応
援
体
制
で
、
効
率
が
良
い
と

は
言
い
が
た
く
、
疫
学
調
査
さ
え
も
学
校
や
保
育
所
に

引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
状
況
で
、
人
口
１
４
６
万
人
の

本
市
の
保
健
所
が
一
つ
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
。

要
と
な
る
保
健
所
体
制
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
５
６
２
名
の
体
制

を
確
保
、
高
リ
ス
ク
の
方
へ
の
対
応
を
優
先
し
て
き
た

と
し
、
検
査
体
制
に
つ
い
て
は
状
況
に
よ
っ
て
は
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
な
ぜ
国
保
料
の
値

上
げ
な
の
か
。
府
に
納
付
金
の
増
額
を
撤
回
す
る
よ
う

求
め
る
べ
き
。
本
市
と
し
て
も
Ｒ
３
年
度
の
黒
字
分
27

億
円
を
活
用
す
れ
ば
、
Ｒ
４
年
度
保
険
料
は
値
上
げ
せ

ず
に
す
み
、
下
げ
る
こ
と
も
で
き
る
と
し
て
、
保
険
料

引
き
上
げ
を
く
い
止
め
る
た
め
の
努
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
と
が
し
議
員
は
、
市
に
「
感
染
症
対
策
の
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
（
専
門
家
会
議
）」
の
設
置
を
提
案
し

ま
し
た
が
、
副
市
長
は
府
専
門
家
会
議
に
市
保
健
所
長

が
参
加
し
て
い
る
と
し
て
拒
否
し
ま
し
た
。
と
が
し
議

員
は
、
京
都
府
の
第
６
波
で
の
人
口
当
り
死
亡
者
数
が

全
国
で
４
番
目
に
髙
い
実
態
を
示
し
、
市
民
の
納
得
を

得
な
が
ら
コ
ロ
ナ
対
策
・
公
衆
衛
生
体
制
を
立
て
直
す

た
め
、
市
民
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
分
析
し
対
策
を
検
討

す
る
場
の
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
５
５
０
人
の
職
員
削
減
計
画
は
保
健
所
の
応
援
体
制

の
基
盤
さ
え
も
奪
う
も
の
と
撤
回
を
迫
り
ま
し
た
。
副

市
長
は
予
定
通
り
計
画
を
進
め
、
令
和
４
年
度
は
１
４

７
名
減
員
す
る
と
答
弁
を
し
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
、

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
働
く
保
健
師
の
実
態
を
示
し

市
長
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

　
ご
み
焼
却
炉
運
転
・
ご
み
収
集
業
務
等
の
民
間
委
託

化
方
針
は
、
市
職
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
大
幅
弱
体
化
、
公

衆
衛
生
の
維
持
に
責
任
が
持
て
な
い
、
委
託
化
は
現
場

労
働
者
の
処
遇
改
善
と
は
逆
行
す
る
と
し
て
撤
回
を
求

め
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
党
議
員
団
が
行
っ
た
商
店
街
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
か
ら
、
減
収
要
件
等
、
今
の
施
策
で
は
救

い
き
れ
な
い
実
態
が
明
ら
か
で
、
自
治
体
の
役
割
が
問

わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
市
は
「
直
接
給
付

は
国
が
す
る
べ
き
」「
周
知
が
市
の
役
割
」
と
言
う
が
、

制
度
周
知
の
間
に
休
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
、
市
長
が
言

う
「
京
都
の
事
業
者
を
守
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
と
指

摘
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
直
接
給
付
は
全
国
一
律
に

対
応
す
べ
き
」
と
の
従
前
の
立
場
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、「
伝
統
産
業
設
備
改
修
補
助
金
」
は

半
減
、
産
業
技
術
研
究
所
の
補
助
を
減
額
、
耐
震
改

修
・
地
域
経
済
に
役
立
つ
「
ま
ち
の
匠
」
制
度
も
休
止

等
、
14
億
円
も
の
補
助
金
削
減
は
と
ん
で
も
な
い
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。
外
部
の
専
門
家
よ
り
も
市
民
や

事
業
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、
一
番
大
事
と
質

し
ま
し
た
。「
産
業
用
地
創
出
」
で
向
島
の
農
地
を
壊

す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
指
摘
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

や
Ｄ
Ｘ
で
は
な
く
、
京
都
の
既
存
事
業
者
、
99
・
７
％

の
中
小
企
業
を
全
力
で
守
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
井
坂
議
員
は
、
市
長
の
「
戦
闘
の
即
時
停
止
と
軍
隊

の
即
時
撤
退
を
強
く
求
め
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

歓
迎
を
し
た
い
と
し
、
被
爆
二
世
と
し
て
、
核
戦
争
の
危

機
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
今
の
事
態
、
こ
れ
を
起
こ
し
た

ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
対
し
て
強
く
抗
議
を
す
る

と
強
調
。
一
方
国
内
で
、
核
抑
止
力
論
や
「
日
本
が
ア
メ

リ
カ
と
一
緒
に
核
兵
器
を
共
有
す
る
（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）」

こ
う
い
う
動
き
が
出
て
お
り
、
許
せ
な
い
と
指
摘
し
京

都
か
ら
非
核
三
原
則
を
守
る
、
核
の
共
有
が
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
井
坂
議
員
は
、
脱
原
発
に
逆
行
す
る
動
き
に
つ
い
て

指
摘
し
、
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
を
め
ざ
し
て
い
く
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
発
展
、
脱
炭
素
が
原
発
依

存
に
な
ら
な
い
こ
と
を
理
念
に
す
す
め
る
と
答
弁
。
井

坂
議
員
は
、
さ
ら
に
、
地
産
地
消
で
地
域
分
散
型
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
お
こ

し
に
も
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
を
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
い
く
と
い

う
京
都
市
か
ら
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
求
め
ま
し
た
。

福
祉
を
削
り
、
ム
ダ
な

大
型
公
共
事
業
を
推
進

す
る
「
行
財
政
改
革
計

画
」
は
撤
回
せ
よ
。

加藤あい
議員

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

万
全
を

国
保
料
値
上
げ
や
め
よ

玉本なるみ
議員

市
独
自
の
感
染
症
対
策

専
門
家
会
議
の
設
置
を
、

５
５
０
人
の
職
員
削
減

は
撤
回
を

とがし豊
議員

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

京
都
経
済
再
生
・

事
業
者
支
援
を

平井良人
議員

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
の
停
止

脱
原
発
の
立
場
で
気
候

危
機
の
打
開
を

井坂博文
議員
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ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
社
会
保
障
に
「
受
益
者
負
担
」
の

考
え
を
持
ち
込
む
こ
と
は
、
自
治
体
本
来
の
役
割
を
放

棄
す
る
も
の
と
、
市
長
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
市

長
が
「
適
切
な
負
担
」「
使
う
人
と
使
わ
な
い
人
の
公
平

性
」
な
ど
と
答
弁
し
た
た
め
、
国
の
新
自
由
主
義
路
線

そ
の
も
の
だ
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
負
担
増
、
補

助
金
カ
ッ
ト
な
ど
53
億
円
の
痛
み
押
し
付
け
は
、
収
入

増
に
伴
う
積
立
分
の
１
８
７
億
円
を
活
用
す
れ
ば
や
め

ら
れ
る
と
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
れ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
ま
た
北
陸
新
幹
線
な
ど
の
大
型
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
こ
そ
、
将
来
世
代
に
莫
大
な
負
担
を
残
す
も
の
と
転

換
を
求
め
ま
し
た
。

　
ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
の
改
革
提

案
と
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
の
支
援
と
コ
ロ
ナ
対
策
の
抜

本
的
強
化
、
賃
金
の
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援
、
ム

ダ
な
大
型
事
業
を
や
め
る
、
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を

求
め
大
企
業
へ
の
支
援
策
を
や
め
る
、
国
に
対
し
て
財

政
支
出
を
増
や
す
よ
う
求
め
る
べ
き
と
示
し
、
直
ち
に

法
人
市
民
税
の
超
過
課
税
を
８
・
４
％
ま
で
引
き
上
げ

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
山
本
議
員
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
問
題
や
学
費
負
担

の
重
さ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
認
識
し
、
学
生
の
存
在
を

重
視
す
る
な
ら
、「
生
活
支
援
を
本
市
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
る
べ
き
だ
」
と
追
及
。
副
市
長
は
、
学
生
を

「
後
援
し
、
環
境
を
守
る
こ
と
は
当
然
だ
」
と
し
な
が

ら
も
、「
イ
コ
ー
ル
直
接
給
付
」
に
は
な
ら
な
い
よ
う

な
答
弁
を
し
た
た
め
、「
学
生
論
」
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

給
付
制
の
奨
学
金
、生
活
支
援
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
に
む
け
て
は
、
正
規
雇
用

を
当
た
り
前
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
男
性
の
育
休
取
得

も
当
た
り
前
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
痴
漢
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
党
議
員
団
の
申
し
入

れ
の
後
、
地
下
鉄
ホ
ー
ム
の
電
光
掲
示
板
の
新
た
な
取

り
組
み
が
あ
っ
た
が
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
「
痴
漢
が
増
え

る
時
期
」
だ
け
で
な
く
、
年
中
通
し
て
行
う
よ
う
求
め

ま
し
た
。
副
市
長
は
「
痴
漢
、
盗
撮
は
、
許
さ
れ
な
い

行
為
で
あ
っ
て
犯
罪
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
、

「
痴
漢
撲
滅
に
む
け
て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
、
約
13
億
円
の
民
間
保
育
園
給
与
等
運

営
事
業
補
助
金
削
減
の
影
響
は
、
２
６
５
園
中
２
１
５

園
、
最
大
で
４
１
７
３
万
９
千
円
に
も
上
り
、
園
長
先

生
や
保
育
関
係
者
か
ら
「
給
与
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
え
な

い
」
な
ど
怒
り
と
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
指
摘
。

　
副
市
長
は
、「
平
均
経
験
年
数
11
年
目
の
人
件
費
単

価
は
Ｒ
２
年
度
調
査
に
お
け
る
平
均
人
件
費
を
15
万
円

　
西
野
議
員
は
、
子
育
て
世
代
の
市
外
流
出
の
解
決
策

は
、
新
景
観
政
策
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
と
、「
行
財
政
改
革
計
画
」
の
子
育
て
政
策
の
改

悪
、
補
助
金
削
減
を
や
め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
府
の
北
山
エ
リ
ア
整
備
基
本
計
画
は
市
の
都
市
計
画

に
反
す
る
も
の
で
、
京
都
市
域
の
都
市
計
画
を
守
る
べ

き
だ
と
府
に
言
う
よ
う
に
求
め
る
と
、
副
市
長
は
府
の

認
識
を
待
ち
た
い
と
無
責
任
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

　
上
質
宿
泊
施
設
誘
致
制
度
は
、
本
来
宿
泊
施
設
が
で

き
な
い
場
所
に
特
例
措
置
で
建
設
を
可
能
に
す
る
制
度

そ
の
も
の
が
間
違
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
副
市

長
は
「
法
に
基
づ
く
制
度
で
、
手
続
き
に
入
る
前
に
ス

ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
に
す
る
も
の
」
と
、
特
例
あ
り
き

の
答
弁
で
し
た
。
改
め
て
誘
致
拡
充
方
針
は
廃
止
す
べ

き
だ
と
求
め
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
大
岩
山
周
辺
の
住
民
の
不
安
に
関
わ

り
土
砂
条
例
の
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
国
が
条
例
を
超

え
る
水
準
に
強
化
す
る
方
向
の
中
、
市
の
土
砂
条
例
の

速
や
か
な
強
化
を
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
国
や
法
律
の

動
き
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

　
井
上
議
員
は
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
の
値
上
げ
は

絶
対
に
避
け
る
と
い
う
大
目
標
を
立
て
た
上
で
ど
う
す

る
か
、
そ
こ
に
最
大
限
の
努
力
が
必
要
だ
と
指
摘
し
ま

し
た
。
公
営
企
業
の
本
来
の
目
的
は
、「
公
共
の
福
祉

増
進
」（
公
営
企
業
法
）
で
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の

「
支
援
」
と
言
う
よ
り
「
本
来
の
目
的
に
沿
っ
た
公
的

な
責
任
と
役
割
」
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。
上
下
水
道
に

つ
い
て
も
値
上
げ
が
示
唆
さ
れ
、
出
資
金
休
止
と
さ
れ

て
お
り
、
値
上
げ
示
唆
の
方
針
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
「
財
政
危
機
」
に
関
し
て
、①
高
額
所
得

者
の
市
民
税
所
得
割
税
率
、②
株
式
配
当
控
除
と
株
式
譲

渡
所
得
課
税
、③
過
度
な
法
人
税
減
税
・
租
税
特
別
措
置
、

に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
求
め
ま
し
た
。今
回
の
予
算
は
、

給
付
や
サ
ー
ビ
ス
の
経
費
を
、丸
々
市
民
負
担
で
賄
お
う
と

い
う
「
買
う
福
祉
、買
う
給
付
」
の
考
え
方
に
な
っ
て
お
り
、

自
治
体
の
あ
り
方
の
変
質
だ
と
き
び
し
く
指
摘
し
、運
賃
・

水
道
料
使
用
料
等
の
値
上
げ
方
針
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

上
回
っ
て
お
り
、
処
遇
改
善
は
可
能
。
積
立
金
や
内
部

留
保
を
活
用
し
て
給
与
カ
ッ
ト
と
な
ら
な
い
よ
う
、
経

営
の
見
直
し
・
改
善
を
お
願
い
し
た
い
」
と
答
弁
。

　
河
合
議
員
は
、
平
均
経
験
年
数
12
～
15
年
の
園
が

一
番
多
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、
保
護
者
へ
の
連
絡
等
、

本
来
保
健
所
が
対
応
す
べ
き
こ
と
も
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
中
で
、
補
助
金
削
減
は
非
情
で
あ
り
撤
回
し
、
最

低
で
も
４
月
か
ら
の
実
施
の
撤
回
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
敬
老
乗
車
証
制
度
や
学
童
保
育
利
用
料
の
制

度
改
悪
に
つ
い
て
も
、
い
か
に
市
の
支
出
を
抑
え
る
か

と
い
う
視
点
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
福
祉
、
社
会
保

障
は
権
利
で
あ
り
、
そ
れ
を
保
障
す
る
の
が
自
治
体
の

役
割
、
対
象
と
な
る
人
々
の
願
い
に
逆
行
す
る
制
度
改

悪
は
や
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

市
民
負
担
増
の
押
し
つ
け

は
公
的
責
任
の
放
棄
、

負
担
増
の
撤
回
を
求
め
る

ひぐち英明
議員

学
生
へ
の
生
活
支
援
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

男
性
の
育
休
取
得
、

痴
漢
防
止
対
策
の
強
化
を

山本陽子
議員

民
間
保
育
園
給
与
等

運
営
事
業
補
助
金

削
減
は
や
め
よ

河合ようこ
議員

北
山
エ
リ
ア
整
備
計
画

は
撤
回
せ
よ

土
砂
条
例
の
強
化
を

西野さち子
議員

市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃

改
定
方
針
の
撤
回
を
求

め
る

井上けんじ
議員
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山
本
議
員
は
、
審
議
の
中
で
２
０
０
億
円
の
収
入

増
が
明
ら
か
に
な
り
、
も
は
や
「
毎
年
５
０
０
億
円

の
財
源
不
足
」
で
「
財
政
が
破
た
ん
」
と
い
う
前
提

が
崩
れ
て
い
る
と
指
摘
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、

市
民
の
生
活
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
今
、

行
政
が
す
べ
き
こ
と
は
、
市
民
の
暮
ら
し
と
中
小
零

細
業
者
の
仕
事
を
守
る
た
め
、
最
大
限
の
力
を
尽
く

す
こ
と
だ
と
主
張
。
予
算
案
は
、
行
財
政
改
革
の
名

の
下
に
、
市
民
へ
の
あ
ら
ゆ
る
負
担
の
押
し
付
け
と
、

暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
補
助
金
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
す

る
予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
収
入
増
２
０
０
億
円
の

内
、
公
債
償
還
基
金
に
積
み
立
て
た
１
８
７
億
円
を

活
用
す
れ
ば
改
悪
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
強

調
し
ま
し
た
。
特
に
、
民
間
保
育
園
等
職
員
給
与
補

助
金
13
億
円
の
削
減
は
、
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し

例
年
通
り
の
給
付
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
ほ
り
議
員
は
、
予
算
案
に
反
対
す
る
理
由
と
し

て
、
ま
ず
「
毎
年
５
０
０
億
円
の
財
源
不
足
」「
財

政
破
綻
」
と
市
民
し
ん
ぶ
ん
や
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て

不
安
を
あ
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
す
る
一
方

で
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
な
ど
無
駄
な
大
型
公
共
事

業
や
不
要
不
急
の
事
業
を
推
進
し
、
呼
び
込
み
型
の

成
長
戦
略
を
推
進
し
て
い
る
と
指
摘
。
前
提
が
崩
れ

て
い
る
「
行
財
政
改
革
計
画
」
の
撤
回
、
少
な
く
と

も
、
26
億
円
の
市
民
負
担
増
、
27
億
円
の
補
助
金
削

減
は
撤
回
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
ま
た
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
保
健
所
を
一
カ
所

に
集
約
化
し
た
影
響
に
目
を
つ
ぶ
り
、
更
な
る
職
員

削
減
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

第
６
波
で
疫
学
調
査
が
追
い
つ
か
ず
、
感
染
者
本
人

や
学
校
・
保
育
園
な
ど
現
場
任
せ
に
な
る
な
ど
マ
ン

パ
ワ
ー
の
不
足
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
指
摘
。
本
市

職
員
の
感
染
も
増
加
す
る
中
、
保
健
所
に
４
３
３
人

の
応
援
を
出
し
、「
繁
忙
に
な
っ
て
疲
弊
し
て
い
る
」

も
と
で
５
５
０
人
の
職
員
削
減
を
進
め
る
こ
と
は
応

援
体
制
の
基
盤
さ
え
も
奪
う
こ
と
、
職
員
は
過
労
死

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
、
職
員
削
減
方

針
の
撤
回
と
保
健
所
の
機
能
を
各
区
役
所
に
戻
す
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
公
共
施
設
等
の
利
用
料
・
使
用
料
の
値

上
げ
は
、
公
益
的
活
動
や
市
民
活
動
の
場
所
を
保
障

す
る
責
任
を
後
退
さ
せ
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
権
利
を
奪
う
こ
と
、
新
た
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
指
定
・
更
新
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、

介
護
保
険
制
度
の
理
念
か
ら
も
乖
離
し
て
い
る
と
厳

し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ほ
り
議
員
は
「
伝
統
産
業
設
備
改
修
補
助
」「
耐

震
・
防
火
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
金
」「
省
エ
ネ
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
金
」「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
・

太
陽
熱
利
用
設
備
等
設
置
補
助
金
」
の
半
減
・
休
止

な
ど
は
、
現
場
で
喜
ば
れ
て
き
た
事
業
を
削
減
す
る

も
の
で
あ
り
、
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

民
間
保
育
園
へ
の
補
助
金
13
億
円
の
削
減
に
つ
い
て
、

８
割
の
保
育
園
が
減
額
さ
れ
、
最
大
４
０
６
０
万
円

超
の
削
減
に
な
る
こ
と
、
給
与
カ
ッ
ト
し
か
な
い
と

い
う
保
育
園
も
あ
る
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
処
遇
改
善

を
進
め
て
い
る
中
で
逆
行
す
る
も
の
と
厳
し
く
批
判

し
ま
し
た
。
ま
た
、
局
長
逮
捕
で
信
頼
関
係
は
根
底

か
ら
崩
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
提
案
を
行
う
資
格

は
な
い
と
し
て
白
紙
撤
回
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
の
規
制
緩
和
や
都
市
の
「
成
長
戦
略
」

で
は
、
若
者
子
育
て
層
の
定
住
促
進
は
望
め
な
い
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
ほ
り
議
員
は
最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
生
活

状
況
の
も
と
で
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
提
案
は

撤
回
す
べ
き
と
財
源
を
示
し
て
求
め
ま
し
た
。

公
債
償
還
基
金
に
積
み
立
て
た
１
８
７
億
円
を
活
用
し
、

負
担
増
・
補
助
金
カ
ッ
ト
は
中
止
を

�

山
本
陽
子
議
員
が
予
算
組
み
替
え
動
議

前
提
が
崩
れ
て
い
る「
行
財
政
改
革
計
画
」は
撤
回
を

公
の
責
任
放
棄
、
市
民
負
担
増
押
し
つ
け
の
予
算
は

認
め
ら
れ
な
い

�

２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
予
算
に
、
ほ
り
信
子
議
員
が
反
対
討
論

 2022年度京都市予算案の組み替え提案 
○�187億円の財源を活用し、少なくとも来年度予定し
ている改悪を中止すること
　26億円の市民負担増・27億円の補助金カット・147人の
職員削減（12億円）・合計65億円は中止すること。特に、民
間保育園等職員の補助金13億円の削減は、中止すること

○以下のことに取り組むこと
①「行財政改革計画」を撤回する
②�新型コロナウイルス感染症対策を強化するために、大規模
な検査の実施、医療機関に対する支援と連携の強化、保
健所を各行政区に戻し公衆衛生行政を拡充する、及び介
護・保育等のエッセンシャルワーカーへの支援を拡充する
③�中小零細業者が事業や雇用を継続できるだけの補償と支
援を抜本的に強化する
④�全員制の中学校給食の実施・子どもの医療費の無料化の
拡充。教職員の増員を図る
⑤�北陸新幹線とリニア新幹線、堀川・油小路地下バイパス
トンネル推進方針を撤回する
⑥�小中一貫校整備（西陵中校区・小栗栖中校区）など、不要
不急の大型事業を中止する
⑦�法人市民税の超過課税の強化など、大企業に対して応分
の負担を求める
⑧�市外からの企業誘致促進のためとして行っている都市計
画の規制緩和を中止する
⑨�「三位一体改革」以来の地方自治体への財源を削減する国
の方針の転換を求め、自治体の財源を国に保障させる
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井
上
議
員
は
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
予
算
と
地
下
鉄

計
画
に
つ
い
て
、「
運
賃
改
定
を
見
込
」
む
一
方
で
、

「
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援
を
受
け
な
い
」
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
長
か
ら
言
え
ば
「
一
般

会
計
繰
入
は
し
な
い
」
が
「
市
民
に
は
支
援
を
求
め

る
」、
即
ち
運
賃
値
上
げ
と
い
う
道
で
あ
っ
て
、
そ

ん
な
話
は
通
用
し
な
い
と
厳
し
く
批
判
。
上
下
各
水

道
予
算
で
も
「
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金
を
５
年
間

休
止
」、
ま
た
基
本
方
針
で
あ
る
「
京
の
水
ビ
ジ
ョ

ン
」
か
ら
も
「
各
種
経
費
の
削
減
等
経
営
努
力
を
し

て
も
な
お
困
難
な
場
合
、
料
金
・
使
用
料
改
定
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
」
と
の
文
書
を
引
用
し
、
結
局
、

交
通
局
も
水
道
局
も
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
は
し

な
い
、
も
う
す
ぐ
値
上
げ
と
い
う
方
針
に
他
な
ら
な

い
、
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
歴
代
政
府
は
「
経
済
性
＝
独
立
採
算
」
だ
か
ら
運

賃
や
料
金
だ
け
で
賄
う
と
い
う
方
式
を
押
し
つ
け
て

き
た
、
株
式
の
発
行
が
で
き
ず
、
企
業
債
発
行
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
利
子
負
担
も
つ
い
て
回
り
、

経
営
収
入
だ
け
で
は
、
必
然
的
に
、
際
限
の
な
い
経

費
節
減
、
委
託
化
と
市
民
負
担
増
へ
の
道
し
か
な
い
。

し
か
し
一
方
、
公
営
企
業
は
、「
住
民
の
福
祉
増
進

を
目
的
と
す
る
」
自
治
体
の
事
業
で
あ
り
、
公
企
法

で
も
、「
企
業
の
経
済
性
と
と
も
に
、
本
来
の
目
的

4

4

4

4

4

で
あ
る

4

4

4

公
共
の
福
祉
増
進
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
、
と

指
摘
。
市
民
の
足
を
守
り
、
清
浄
に
し
て
豊
富
低
廉

な
水
の
供
給
を
図
り
市
民
生
活
を
守
る
、
こ
こ
に
こ

そ
市
長
と
両
局
の
使
命
が
あ
り
、「
支
援
」
と
い
う

よ
り
本
来
の
目
的
に
沿
っ
た
責
任
と
役
割
だ
と
強
調

し
ま
し
た
。
公
営
企
業
の
制
度
的
矛
盾
や
問
題
点
の

追
求
、
特
に
国
の
財
政
的
責
任
・
役
割
を
求
め
る
こ

と
が
必
要
で
、
独
立
採
算
制
へ
の
批
判
的
観
点
か
ら

出
発
し
な
い
と
、
結
局
は
値
上
げ
へ
の
迷
路
へ
迷
い

込
む
だ
け
だ
と
、
論
点
を
整
理
、
進
む
べ
き
方
向
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
促
進
、
収
入
増

へ
の
努
力
は
当
然
だ
が
、
同
時
に
、
繰
入
の
拡
大
、

低
利
の
政
府
系
金
融
の
活
用
、
融
資
・
返
済
制
度
の

改
善
、
利
子
補
給
等
々
、
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
も

戦
略
を
練
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
関
連
し
て
国
の
財
政
に
つ
い
て
、
大
企
業
や
富
裕

層
へ
の
過
度
な
減
税
の
是
正
、
攻
撃
的
軍
備
拡
大
や

リ
ニ
ア
・
北
陸
新
幹
線
等
大
型
事
業
の
、
見
直
し
、

政
党
助
成
金
の
廃
止
、
等
々
税
金
の
集
め
方
・
使
い

方
の
改
革
で
財
源
は
十
分
に
あ
る
と
指
摘
。
大
企
業

の
内
部
留
保
を
仮
に
全
国
の
市
町
村
に
人
口
按
分
す

る
と
、
本
市
に
は
約
５
兆
円
と
も
な
る
規
模
で
あ
り
、

国
の
財
政
責
任
を
問
わ
な
い
ま
ま
で
は
、
市
長
の
言

う
「
危
機
」
を
疑
わ
し
め
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
運
賃
・
使
用
料
の
値
上
げ
は
、
選
択
肢
の
一
つ
と

か
、
避
け
ら
れ
な
い
と
か
、
経
費
削
減
の
最
大
限
の

努
力
の
後
と
か
、
最
後
の
手
段
、
慎
重
に
、
云
々
で

は
な
く
、
値
上
げ
は
絶
対
に
避
け
る
と
い
う
大
目
標

を
立
て
た
上
で
、
以
上
述
べ
た
方
向
で
の
議
論
を
深

め
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

公
営
企
業（
市
バ
ス
・
地
下
鉄
・
水
道
・
下
水
道
）

特
別
会
計
予
算
及
び
、地
下
鉄
経
営
健
全
化
計
画

�

井
上
け
ん
じ
議
員
が
反
対
討
論

　
や
ま
ね
議
員
は
一
般
会
計
予
算
案
に
対
す
る
反
対
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
提
案
は
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都
を
は
じ
め
、
文
化

会
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
都
市
公
園
な
ど
多
く
の
施
設
で
市
民

負
担
増
の
予
算
で
あ
り
、
施
設
の
果
た
し
て
い
る
役
割
や
設
置

目
的
を
無
視
し
、
利
用
者
の
声
も
聞
か
ず
に
負
担
増
を
行
お
う

と
し
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
受
益
者
負
担
」、「
負
担
の
公
平
性
」「
近
隣
の
類
似

施
設
と
の
比
較
」
な
ど
と
い
う
議
論
は
、
市
民
の
権
利
と
こ
れ

を
保
障
す
べ
き
行
政
と
の
関
係
を
、
市
場
原
理
と
同
様
の
関
係

に
す
る
も
の
で
あ
り
、
行
き
着
く
先
は
「
負
担
を
賄
い
う
る
者

の
み
が
施
設
や
制
度
・
施
策
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
」「
負
担
で
き
な
い
者
は
利
用
で
き
な
い
」
と
い
う
格
差

社
会
の
押
し
つ
け
で
、
自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿
か
ら
か
け
離
れ

た
も
の
と
な
る
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
、
青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
、

二
条
城
、
宝
が
池
公
園
運
動
施
設
な
ど
、
京
都
市
自
身
が
示
し

た
見
直
し
基
準
か
ら
見
て
も
、
値
上
げ
の
必
要
の
な
い
施
設
ま

で
値
上
げ
し
よ
う
と
す
る
「
便
乗
値
上
げ
」
で
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　
公
共
性
・
公
益
性
、
市
民
や
子
ど
も
た
ち
の
権
利
保
障
と
い

う
行
政
の
役
割
を
無
視
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
生
活
の
厳
し

さ
に
も
寄
り
添
わ
な
い
、
公
共
施
設
の
有
料
化
・
値
上
げ
・
負

担
増
計
画
は
中
止
す
べ
き
と
重
ね
て
求
め
ま
し
た
。

行
政
本
来
の
役
割
の
公
共
性
・

公
益
性
の
担
保
を
果
た
せ
！

公
共
施
設
の
有
料
化
と
値
上
げ
に
、

や
ま
ね
智
史
議
員
が
反
対
討
論

２月市会での意見書・決議の採択結果

（注） 自民＝自由民主党京都市会議員団　　共産＝日本共産党京都市会議員団　　　公明＝公明党京都市会議員団　　民フ＝民主・市民フォーラム京都市会議員団 
京都＝地域政党京都党市会議員団　　維新＝日本維新の会京都市会議員団　　無所属１＝小山田春樹議員　　　無所属２＝豊田恵美議員　　無所属３＝森川央議員

件　名 審議結果 自
民
共
産
公
明
民
フ
京
都
維
新
無
所
属
１

無
所
属
２

無
所
属
３

提出会派等

豊田恵美議員に対する問責決議の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 除 〇 自民、共産、公明、民フ、
京都、維新、無所属１、無所属３

姉妹都市キエフ市をはじめとする各都市へのロシアによる軍事侵攻に抗議する決議の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

京都市会議員の議員報酬及び期末手当の額の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会運営委員会

ウクライナからの避難民受入れに対する地方自治体への支援を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

加齢性難聴者に対する補聴器購入に係る公的補助制度の創設を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

介護職員の処遇改善に関する手続の簡素化と対象職種の拡大を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、民フ、維新、
無所属１、無所属２、無所属３

地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書の提出について 可決 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 自民、公明、維新、
無所属２、無所属３

○×は議案に対する各会派の態度。
○＝賛成、×＝反対、除＝除斥
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３月 25日
意見書

●
行
財
政
局

• 「
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
の
逮
捕
及

び
調
査
委
員
会
の
設
置
」に
つ
い
て
、
第

三
者
委
員
会
設
置
に
よ
る
真
相
究
明
と
、

逮
捕
さ
れ
た
局
長
の
も
と
で
検
討
・
推
進

さ
れ
て
い
た
保
育
園
の
補
助
金
カ
ッ
ト
な

ど
、
福
祉
切
り
捨
て
、
市
民
負
担
増
の
行

財
政
改
革
計
画
は
、
一
旦
ス
ト
ッ
プ
す
る

よ
う
求
め
た
。

• 

陳
情「
公
共
施
設
の
集
約
と
利
用
料
金
値

上
げ
中
止
」

• 

陳
情「
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
へ
の
ヘ
イ

ト
ク
ラ
イ
ム
の
根
絶
と
民
族
差
別
の
解

消
」
／
多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
す
京
都

市
に
お
い
て
、
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
へ

の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
の
根
絶
と
あ
ら
ゆ
る

民
族
差
別
の
解
消
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
主
張
し
た
。

文
化
環
境
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₂
年
₂
月
21
日
、
₃
月
17
日
︶

●
文
化
市
民
局

• 「
ス
ポ
ー
ツ
の
絆
が
生
き
る
ま
ち
推
進
プ

ラ
ン
」京
都
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

の
計
画
期
間
の
延
長
／
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
子
ど
も
の
生
観
戦
、
部
活

動
の
改
善
等
を
求
め
た
。

・ 

陳
情「
京
都
市
美
術
館
へ
の
指
定
管
理
者

制
度
採
用
方
針
の
撤
回
」
／
公
的
な
美
術

館
の
役
割
を
確
認
し
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
な
い
よ
う
要
求
。

• 

陳
情「
美
術
館
借
館
料
の
引
下
げ
」
／
近

年
の
借
館
料
値
上
げ
、
閉
館
中
の
会
場
費

負
担
増
の
中
で
の
値
上
げ
を
批
判
。
京
都

の
美
術
の
灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
と
訴

え
た
。

• 

文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
／
国
が
行
政
を
後
押
し
す
る
と
い
う
な

ら
、
新
た
な
予
算
措
置
を
求
め
よ
と
質
し

た
。

• 

京
都
市
体
育
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契

約
事
業
者
の
公
募
に
つ
い
て

• 

請
願
①「
市
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議

室
及
び
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
利

用
料
金
の
値
上
げ
の
中
止
」
／
留
保
。
②

「
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
用

料
金
値
上
げ
の
中
止
」
／
不
採
択（
共
産

以
外
が
不
採
択
）。
／
両
セ
ン
タ
ー
は
、

公
民
館
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
位
置
付
け

る
よ
う
求
め
、
値
上
げ
撤
回
を
求
め
た
。

• 

陳
情「
岩
倉
証
明
書
発
行
コ
ー
ナ
ー
の
存

続
」
／
過
去
の
運
動
も
紹
介
。
人
口
増
で

も
あ
り
、
同
コ
ー
ナ
ー
の
廃
止
の
撤
回
を

求
め
た
。

●
環
境
政
策
局

• 

伏
見
区
陀
羅
谷
の
産
廃
持
ち
込
み
業
者
逮

捕
の
情
報
共
有
、
関
係
自
治
体
の
チ
ー
ム

結
成
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
上
流
等
水

質
の
複
数
地
点
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
求
め
た
。

• 

生
物
多
様
性
に
係
る
市
民
等
幅
広
い
参
画

を
促
す
制
度
等
の
創
設
・
拡
充
／
同
制
度

を
進
め
る
な
ら
、
北
陸
新
幹
線
等
の
巨
大

開
発
は
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指

摘
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₂
年
₂
月
22
日
、
₃
月
18
日
︶

●
保
健
福
祉
局

• 

請
願「
簡
易
宿
所
営
業
へ
の
指
導（
上
京
区

西
院
町
）」
／
審
議
未
了

• 

陳
情「
敬
老
乗
車
証
条
例
の
一
部
改
正
条

例
の
実
施
延
期
等
」

• 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て

• 

京
都
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
ヘ
ル
ス
ピ

ア
21
）の
廃
止
方
針
に
つ
い
て

• 

公
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
の
今
後
の

在
り
方
に
関
す
る
方
針
案
に
つ
い
て

• 

請
願「
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
会
議
室
有
料

化
の
反
対
」他
／
留
保

• 

陳
情「
看
護
等
の
現
場
で
働
く
職
員
の
収

入
の
抜
本
的
改
善
の
要
請
」

• 

陳
情「
洛
西
地
域
に
お
け
る
中
核
病
院
の

婦
人
科
の
存
続
等
」

• 

陳
情「
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

補
助
制
度
創
設
の
要
請
」

•
陳
情「
国
民
健
康
保
険
料
の
引
下
げ
等
」

• 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つい
て

常任委員会トピックス

総
務
消
防
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₂
年
₂
月
21
日
、
₃
月
17
日
︶

　
玉
本
議
員
は
、
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
は
介
護
現

場
の
声
を
反
映
し
た
も
の
と
述
べ
ま
し
た
。
と
り
わ

け
小
規
模
の
事
業
所
は
、
専
任
の
事
務
職
員
を
雇
用

す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
り
切
実
な
声
だ
と
訴
え
ま
し

た
。
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
要
件
が
異
な
る
加
算
を
一

本
化
す
る
こ
と
で
「
利
用
し
に
く
く
な
る
と
困
る
」

と
い
う
懸
念
の
声
を
紹
介
、
実
態
に
あ
っ
た
も
の
と

す
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。
10
月
か
ら
「
介
護
職

員
等
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
」
と
し
て
引
き
継

が
れ
る
が
、
利
用
料
や
保
険
料
に
跳
ね
返
ら
な
い
よ

う
根
本
的
解
決
が
必
要
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
介
護
職
員
等
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
は
、

月
ご
と
の
利
用
状
況
を
反
映
す
る
ル
ー
ル
と
な
っ
て

お
り
、
利
用
者
や
職
員
の
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
休
業

と
な
っ
た
時
の
補
償
が
不
十
分
な
中
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
目
的
と
す
る
処
遇
改
善
の
主
旨
に
合
わ
な
い
と

指
摘
し
、
国
の
責
任
で
必
要
な
経
費
を
支
給
す
る
制

度
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
か
ま
の
議
員
は
、
反
対
の
第
一
の
理
由
と
し
て
、

感
染
症
対
策
に
必
要
な
介
護
・
看
護
分
野
の
抜
本
的

増
員
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
い
人
員
基
準

の
導
入
を
求
め
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
抜
本
的
増
員

を
は
か
り
ケ
ア
に
手
厚
い
社
会
を
つ
く
っ
て
こ
そ
、

感
染
症
対
策
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
ま

し
た
。

　
第
二
の
理
由
と
し
て
、
国
の
す
す
め
る
デ
ジ
タ
ル

化
を
無
批
判
に
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
で
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
は
大
切
だ
が
、
国
等
が
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
政
策
」
は
、
個
人
情
報
を

成
長
戦
略
に
利
用
す
る
こ
と
に
あ
り
、
自
治
体
と
し

て
個
人
情
報
を
「
保
護
」
し
て
き
た
姿
勢
か
ら
、
民

間
に
「
提
供
」
す
る
姿
勢
へ
と
転
換
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
う
し
た
変
質
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
と
主

張
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
介
護
現
場
の
職
員
処
遇
の
改
善
を

「
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
手
続
き
の
簡
素
化
と
対
象
職
種
の

拡
大
を
求
め
る
意
見
書
」に
、玉
本
な
る
み
議
員
が
賛
成
討
論

個
人
情
報
を
企
業
の
成
長
戦
略
に
利
用
す
る
な

「
地
方
創
生
と
感
染
対
策
に
資
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書
」に
つ
い
て
、か
ま
の
敏
徳
議
員
が
反
対
討
論
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●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

• 
本
市
職
員
の
逮
捕
及
び
調
査
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

• 

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
取
組
検
証
結
果
に
つ

い
て

• 

保
育
園
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

• 

請
願「
学
童
う
歯
制
度
の
存
続
及
び
保
育

料
軽
減
や
保
育
士
加
配
等
の
削
減
の
中

止
」他
／
審
議
未
了

• 

陳
情「
民
間
保
育
園
等
職
員
の
給
与
等
運

用
事
業
補
助
金
再
構
築
の
慎
重
な
審
議

等
」他

• 

陳
情「
公
立
保
育
園
に
お
け
る
使
用
済
み

紙
お
む
つ
の
園
廃
棄
の
ル
ー
ル
化
等
」

• 

陳
情「
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
利
用
料
金
の
負

担
軽
減
等
」

• 

陳
情「
発
達
障
害
を
抱
え
る
子
供
に
関
わ

る
関
係
者
の
専
門
知
識
の
向
上
等
」他

• 

陳
情「
保
育
料
等
の
値
上
げ
の
中
止
等
」他

• 

陳
情「
敬
老
乗
車
証
負
担
金
及
び
学
童
保

育
利
用
料
の
値
上
げ
の
反
対
等
」

●
教
育
委
員
会

• 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
学

び
の
保
障
に
つ
い
て
。
中
学
校
給
食
に
つ

い
て

• 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

• 

請
願「
教
育
条
件
の
改
善
」
／
審
議
未
了

• 

請
願「
教
育
に
係
る
保
護
者
負
担
の
軽
減
」

／
審
議
未
了

• 

請
願「
小
学
校
の
よ
う
な
全
員
制
の
中
学

校
給
食
の
実
施
」
／
審
議
未
了

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₂
年
₂
月
21
日
、
₃
月
17
日
︶

●
都
市
計
画
局

• 

陳
情「
葬
儀
場
建
設
の
指
導（
太
秦
）」
／

説
明
会
未
開
催
の
た
め
留
保

• 

陳
情「
西
京
区
役
所
へ
の
バ
ス
路
線
の
改

善
・
充
実
」
／
２
度
目
と
な
る
も
の
で
住

民
の
納
得
で
き
る
よ
う
な
対
応
を
要
望
し

た
。

• 

市
営
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
指
針
に
関
わ

っ
て
、
公
募
回
数
を
増
や
す
こ
と
を
求
め

た
。

• 

陳
情「
北
山
文
化
・
交
流
拠
点
地
区
構
想

の
見
直
し
等
」他
４
件
／
京
都
府
の
北
山

エ
リ
ア
開
発
に
関
わ
る
京
都
市
の
地
区
構

想
は
、
計
画
か
ら
削
除
す
べ
き
だ
と
求
め

た
。

• 

陳
情「
小
栗
栖
大
岩
山
に
持
ち
込
ま
れ
た

建
設
残
土
の
全
量
撤
去
等
」残
土
の
全
量

撤
去
を
求
め
た
が
、「
現
在
の
是
正
工
事

が
安
全
で
最
適
な
工
事
だ
」と
の
答
弁
。

●
建
設
局

• 「
道
路
の
り
面
維
持
保
全
計
画
」（
案
）に

つ
い
て
、
１
６
２
号
線
の
今
後
の
計
画
を

確
認
し
、
職
員
の
経
験
知
識
継
承
と
防
災

予
算
の
確
保
を
求
め
た
。

• 

公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
安
全
の
観
点

か
ら
の
推
進
と
公
園
を
増
や
す
よ
う
求
め

た
。

産
業
交
通
水
道
委
員
会

︵
₂
₀
₂
₂
年
₂
月
22
日
、
₃
月
18
日
︶

●
上
下
水
道
局

• 「
水
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
」に
つ
い
て

●
産
業
観
光
局

• 

京
都
の
新
た
な
情
報
発
信
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ「
京
都
館
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ 

Ｘ
」の
開
設
に
つ

い
て

• 

陳
情「
西
陣
織
産
地
へ
の
機
械
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
対
策
の
強
化
」

• 「
さ
く
ら
よ
さ
こ
い
」の
開
催
に
つ
い
て
、

府
・
市
共
催
で
あ
り
、
行
政
の
責
任
で
万

全
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
す
る
よ
う
質
し
た
。

• 

商
店
街
・
商
店
支
援
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
減
収
対
策
と
し
て
、
直
接
支
援
が

必
要
と
質
し
た
。

• 

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
、
事
業
者
要
望
に

も
と
づ
き
さ
ら
な
る
直
接
給
付
・
補
助
制

度
が
必
要
と
質
し
た
。

●
交
通
局

• 

職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て（
報
告
案
件
）

• 

バ
ス
運
賃
値
上
げ
撤
回
で
、
運
転
士
へ
の

市
民
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
回
避
し
、

運
転
士
の
処
遇
・
走
行
環
境
の
改
善
を
質

し
た
。

• 

犯
罪
行
為
で
あ
る
痴
漢
に
つ
い
て
、
人
権

を
守
る
立
場
か
ら
本
気
の
対
策
を
求
め
た
。

常任委員会トピックス
一
、
は
じ
め
に

　�

　
京
都
市
会
は
３
月
25
日
、
37
日
間
の
２
月
市
会
審
議
期
間

が
終
了
し
、
３
３
８
日
間
に
わ
た
る
２
０
２
１
年
度
市
会
が

閉
会
し
ま
し
た
。

　�

　
今
市
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
第
６
波
の
爆
発
的
な
拡
大

の
中
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月
８
日
に
は
保
育
補
助

金
カ
ッ
ト
を
す
す
め
る
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
局
長
が
収

賄
容
疑
で
逮
捕
。
さ
ら
に
２
月
28
日
に
は
自
民
党
京
都
府
連

会
長
の
西
田
昌
司
参
議
院
議
員
ら
国
会
議
員
、
同
経
験
者
７

人
を
は
じ
め
同
党
の
京
都
府
議
・
市
議
ら
52
人
計
59
人
が
公

職
選
挙
法
違
反
の
疑
い
で
刑
事
告
発
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
と

カ
ネ
を
め
ぐ
る
大
き
な
問
題
が
起
こ
り
ま
し
た
。
会
期
中
の

２
月
24
日
に
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
武
力
攻

撃
を
行
い
抗
議
と
撤
退
を
求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

一
、
市
長
提
出
議
案
に
対
す
る
態
度

　�

　
市
長
か
ら
は
、
１
２
４
件
（
う
ち
人
事
案
件
27
件
）
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
21
年
度
の
一
般
財

源
２
０
０
億
円
の
収
入
増
額
分
を
使
え
ば
22
年
度
の
市
民
負

担
増
を
や
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
、
予
算
の
組

み
替
え
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
。
動
議
は
他
会
派
の
反
対
で

否
決
さ
れ
た
た
め
、
党
議
員
団
は
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
、
自
動
車
運
送
事
業
特
別
会
計
予

算
、
高
速
鉄
道
事
業
特
別
会
計
予
算
、
高
速
鉄
道
事
業
経
営

健
全
化
計
画
、
１
４
７
人
の
定
数
削
減
を
行
う
職
員
定
数
条

例
、
42
件
の
施
設
使
用
料
・
手
数
料
値
上
げ
等
70
議
案
に
反

対
し
、
そ
の
他
の
議
案
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。
ま
た
追
加
提

案
さ
れ
た
人
事
案
件
27
件
に
は
賛
成
し
、
議
員
報
酬
15
％
カ

ッ
ト
を
共
同
提
案
し
可
決
し
ま
し
た
。

一
、
予
算
関
連
議
案
に
つ
い
て

　�

　
２
０
２
２
年
度
京
都
市
予
算
は
「
行
財
政
改
革
計
画
」
策

定
後
初
め
て
の
予
算
で
あ
り
、
大
規
模
な
市
民
負
担
増
と
独

自
福
祉
施
策
の
後
退
、
補
助
金
削
減
、
職
員
削
減
を
進
め
る

も
の
で
す
。
公
共
施
設
使
用
料
・
利
用
料
値
上
げ
、
手
数
料

見
直
し
、
敬
老
乗
車
証
制
度
の
改
悪
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
自
己
負
担
金
増
額
、
学
童
保
育
料
値
上
げ
の

実
施
、
障
害
児
通
所
施
設
利
用
料
値
上
げ
、
国
民
健
康
保
険

料
の
引
き
上
げ
、
市
営
住
宅
の
減
免
見
直
し
等
合
計
26
億
円

の
負
担
増
、
保
育
士
等
の
給
与
を
保
障
す
る
民
間
保
育
園
補

助
金
を
は
じ
め
27
億
円
の
補
助
金
削
減
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄

の
値
上
げ
を
示
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
21
年
度
は
「
５

０
０
億
円
の
財
源
不
足
」
と
大
宣
伝
し
な
が
ら
実
際
に
不
足

し
た
の
は
36
億
円
で
あ
り
「
行
財
政
改
革
計
画
」
の
前
提
は

崩
れ
て
い
る
と
指
摘
。「
２
０
２
５
年
度
に
１
０
０
０
億
円

の
公
債
償
還
基
金
を
確
保
し
な
け
れ
ば
財
政
が
危
機
に
陥

る
」
と
し
て
い
た
が
１
３
３
０
億
円
の
確
保
の
見
通
し
と
な

っ
た
も
と
で
、
市
民
負
担
は
撤
回
す
べ
き
こ
と
、
福
祉
の
増

進
を
は
か
り
な
が
ら
財
政
も
健
全
化
す
る
の
が
自
治
体
の
役

割
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
な
ど
国

言
い
な
り
に
府
市
一
体
で
大
型
公
共
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

こ
そ
将
来
世
代
に
負
担
を
押
し
つ
け
る
も
の
と
姿
勢
転
換
を

迫
り
ま
し
た
。

〈
民
間
保
育
園
補
助
金
カ
ッ
ト
〉
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　「
民
間
保
育
園
等
職
員
の
給
与
等
運
用
事
業
補
助
金
の
再

構
築
」
と
し
て
、
一
般
財
源
で
総
額
13
億
円
（
最
大
20
億

２
月
市
会
を
終
え
て

２
０
２
２
年
３
月
₂₈
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

井
坂　

博
文

声
明
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円
）
の
補
助
金
削
減
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
保
育
園
の

81
％
が
補
助
金
削
減
と
な
る
こ
と
、
保
育
士
の
平
均
経
験
年

数
が
長
い
園
や
障
害
児
保
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
保
育
園
な

ど
25
ヶ
園
で
人
件
費
が
賄
え
な
く
な
る
事
が
明
ら
か
に
な
り

「
給
与
カ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い
う
保
育
園
も
あ
る
」
と
副
市

長
が
答
弁
し
ま
し
た
。「
全
体
と
し
て
給
与
水
準
を
維
持
・

充
実
す
る
」
と
の
当
局
の
説
明
の
ご
ま
か
し
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
保
育
関
係
者
は
実
態
を
告
発
し
、
連
日
市
役
所

前
で
宣
伝
、
議
員
へ
の
要
請
な
ど
、
怒
り
の
声
が
大
き
く
広

が
り
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
国
を
挙
げ
て
処
遇
改
善
を
す

す
め
て
い
る
中
、
京
都
市
が
保
育
士
給
与
を
引
き
下
げ
る
な

ど
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
補
助
金
削
減
に
反
対
。
コ
ロ

ナ
対
応
、
卒
園
、
新
年
度
準
備
と
多
忙
を
極
め
る
時
期
に
大

幅
な
減
額
を
示
す
な
ど
手
続
き
と
し
て
も
乱
暴
で
、
現
職
の

局
長
逮
捕
で
信
頼
が
根
底
か
ら
崩
れ
て
い
る
中
、
財
政
調
整

基
金
を
活
用
し
て
例
年
通
り
の
給
付
を
実
施
す
る
こ
と
、
少

な
く
と
も
4
月
実
施
は
見
送
る
べ
き
と
厳
し
く
追
及
し
ま
し

た
。「
実
施
後
に
十
分
な
検
証
を
行
い
、
状
況
に
よ
っ
て
は

影
響
の
緩
和
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
（
る
こ
と
）」
と
の
付

帯
決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
さ
ら
に
、
伝
統
産
業
設
備
改
善
補
助
金
の
半
減
や
、
京
都

型
耐
震
・
防
火
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
休
止
、
省
エ
ネ
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
休
止
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
利
用
設

備
補
助
金
休
止
、
小
中
学
生
の
遠
距
離
通
学
費
助
成
削
減
、

障
害
者
施
設
補
助
金
な
ど
の
補
助
金
削
減
が
打
ち
出
さ
れ
、

党
議
員
団
は
市
民
生
活
と
京
都
経
済
を
支
え
る
べ
き
と
休

止
・
削
減
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

〈
公
共
施
設
使
用
料
・
利
用
料
値
上
げ
〉

　�

　
動
物
園
、
文
化
会
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
公
の
施
設
毎

に
「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」
を
掲
げ
て
、
１
３
８
施
設
の

使
用
料
等
５
億
４
６
０
０
万
円
の
値
上
げ
に
加
え
、
指
定
管

理
施
設
に
つ
い
て
23
年
度
以
降
の
値
上
げ
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
す
で
に
運
営
経
費
の
す
べ
て
を
市
民
・
利
用
者
の
負
担

で
ま
か
な
っ
て
い
る
施
設
も
含
め
て
値
上
げ
を
提
案
す
る
な

ど
、
公
共
施
設
の
設
置
目
的
に
反
し
て
公
の
役
割
を
後
退

さ
せ
る
提
案
で
あ
り
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
」
の
無
料
の
会
議
室
を
有
料
に
す
る

こ
と
は
市
民
が
行
っ
て
い
る
公
益
的
な
活
動
の
保
障
を
や
め

る
こ
と
で
あ
り
、
公
的
責
任
の
放
棄
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し

て
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

〈
国
民
健
康
保
険
料
〉
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国
の
政
令
改
正
に
よ
り
未
就
学
児
の
均
等
割
額
半
減
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
は
、
党
が
求
め
て
き
た
こ
と
で
あ
り
一
歩
前

進
で
す
。
一
方
で
、
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
本
格
的

な
値
上
げ
が
11
年
ぶ
り
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
府
へ
の
納
付

金
が
20
億
円
増
額
さ
れ
32
億
円
の
収
支
不
足
が
見
込
ま
れ
た

た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
18
億
円
の
増
額
と
と
も
に

14
億
円
の
保
険
料
値
上
げ
を
提
案
し
た
も
の
で
す
。
一
方
で

20
年
度
の
実
質
黒
字
27
億
円
を
「
23
年
度
か
ら
の
保
険
料
値

上
げ
に
備
え
る
」
と
し
て
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。
少
な

く
と
も
こ
の
基
金
を
活
用
す
れ
ば
コ
ロ
ナ
禍
で
の
値
上
げ
は

避
け
ら
れ
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ
特
例
の
傷
病
手
当
に
つ
い
て
は

事
業
主
が
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
自
に
支
援

す
べ
き
と
指
摘
し
、
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

〈
市
バ
ス
・
地
下
鉄
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
【
改
訂
版
】・
高
速
鉄
道

経
営
健
全
化
計
画
、
上
下
水
道
事
業
〉
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　「
市
バ
ス
・
地
下
鉄
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
【
改
訂
版
】」
で
、
市

バ
ス
８
％
地
下
鉄
７
％
程
度
の
運
賃
値
上
げ
が
示
さ
れ
、
こ

れ
を
踏
ま
え
て
高
速
鉄
道
経
営
健
全
化
計
画
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
党
議
員
団
は
、「
運
賃
値
上
げ
は
絶
対
に
避
け
る
べ

き
」
こ
と
、「
独
立
採
算
制
」
に
固
執
し
て
市
民
負
担
を
押

し
つ
け
る
方
針
の
撤
回
を
迫
り
ま
し
た
。「
公
共
の
福
祉
の

増
進
」
が
公
営
企
業
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
値

上
げ
を
避
け
る
大
目
標
を
立
て
た
上
で
、
国
に
対
し
、
経
費

負
担
原
則
の
緩
和
、
出
資
・
貸
付
・
負
担
金
・
補
助
金
等
の

拡
大
、
利
子
補
給
や
自
治
体
の
繰
入
へ
の
交
付
税
措
置
拡
大

等
を
求
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　�

　
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
、
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金

の
休
止
撤
回
と
値
上
げ
方
針
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
京
都
府
が
22
年
度
末
に
策
定
す
る
広
域
化
計
画
に
付
き

従
う
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
広
域
化

の
メ
リ
ッ
ト
は
全
く
な
い
と
批
判
し
ま
し
た
。

〈
成
長
戦
略
〉
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行
財
政
改
革
計
画
で
示
さ
れ
た
「
都
市
の
成
長
戦
略
」

は
、「
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
」
を
活
用
し
た
高
さ
規
制

緩
和
や
「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」
に
よ
り
市
街
化
調
整
区

域
の
農
地
を
産
業
用
地
に
転
用
す
る
な
ど
、
規
制
緩
和
に
よ

っ
て
外
か
ら
の
大
企
業
呼
び
込
み
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ

で
は
若
者
・
子
育
て
層
が
ま
ち
な
か
に
住
め
な
く
な
り
、
定

住
促
進
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
党
議
員
団
は
、
子
育
て
支
援
の

充
実
と
、
市
内
企
業
の
99
・
７
％
を
占
め
る
中
小
企
業
の
応

援
と
働
く
人
を
守
る
こ
と
こ
そ
必
要
と
強
調
し
ま
し
た
。

一
、
コ
ロ
ナ
対
策

　�

　
第
６
波
で
は
、
保
健
所
は
６
号
体
制
に
よ
る
職
員
応
援
で

５
６
２
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
日
の
感
染
確
認
数
が
２
０

０
０
人
を
超
え
た
日
も
あ
る
な
ど
対
応
が
追
い
つ
か
な
い
状

況
に
な
り
ま
し
た
。
現
場
滞
在
時
間
が
最
長
４
時
間
半
を
超

え
る
な
ど
深
刻
な
事
態
と
な
っ
た
救
急
搬
送
困
難
事
案
は

１
月
３
６
６
件
、
２
月
６
５
８
件
に
も
及
び
ま
し
た
。
し
か

も
そ
の
な
か
に
は
す
で
に
コ
ロ
ナ
陽
性
が
確
定
し
、
自
宅
療

養
中
に
救
急
搬
送
さ
れ
た
事
例
（
１
月
１
８
５
件
、
２
月
４

５
４
件
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
亡
く
な
る
方
が
人
口
あ
た
り
で
全
国
で
も
ワ
ー
ス
ト

レ
ベ
ル
に
な
り
、「
命
を
救
う
」
決
意
を
た
だ
す
と
と
も
に
、

保
健
所
機
能
を
区
役
所
に
戻
す
こ
と
や
対
策
の
要
と
な
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
抜
本
的
強
化
の
必
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。

　�

　
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
中
小
企
業
の
直
接
支
援
が
切
実
に
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
独
自
の
支
援
策
は
全
く
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
党
議
員
団
は
、
市
内
の
伝
統
産
業
や
商
店
街
関
係
者
か

ら
の
聞
き
取
り
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
そ
の
声
を
も
と
に
、

市
内
中
小
・
零
細
事
業
者
の
実
態
を
職
員
が
直
接
つ
か
み
支

援
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
原
油
高
騰
に
よ
る
支

援
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　�

　
学
生
支
援
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
学
生
支

援
の
取
り
組
み
が
民
間
レ
ベ
ル
で
広
が
っ
て
お
り
、
市
と
し

て
連
携
し
て
支
援
を
行
う
な
ど
踏
み
込
ん
だ
対
策
を
求
め
ま

し
た
。

一
、
職
員
削
減
、
行
政
執
行
体
制

　�

　
１
４
７
人
削
減
の
職
員
定
数
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

党
議
員
団
は
、「
行
財
政
改
革
」
で
職
員
５
５
０
人
の
削
減

を
行
え
ば
コ
ロ
ナ
対
応
の
応
援
体
制
の
基
盤
さ
え
も
奪
う
こ

と
に
な
る
、
と
厳
し
く
指
摘
し
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
新
た
に
府
南
部
９
自
治
体
消
防
の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共

同
運
用
に
向
け
た
基
本
調
査
の
予
算
が
提
案
さ
れ
、
党
議
員

団
は
、
今
後
の
財
政
の
見
通
し
や
人
員
体
制
等
の
問
題
を
指

摘
し
ま
し
た
。
当
局
は
「
各
本
部
で
や
っ
て
い
た
業
務
が

そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
る
の
か
不
安
の
声
を
聞
い
て
い
る
」

「（
経
費
に
つ
い
て
）
額
だ
け
で
見
る
と
大
き
な
減
額
に
な
ら

な
い
可
能
性
も
あ
る
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

一
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

　�

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
の
が
女
性
で
あ

り
、
特
に
非
正
規
で
働
く
女
性
が
雇
用
の
調
整
弁
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
告
発
し
、
市
長
の
認
識
を
た
だ
す
と
と

も
に
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
相
談
・
支
援
の
充

実
を
求
め
ま
し
た
。
就
活
セ
ク
ハ
ラ
の
根
絶
、
痴
漢
被
害
の

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
副

市
長
は
就
活
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
「
優
越
的
な
関
係
を
背
景

と
し
た
性
的
な
言
動
に
よ
っ
て
、
個
人
と
し
て
の
尊
厳
や
人
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団長　井坂 博文

幹事長　加藤 あい

北　区

伏見区左京区 副団長　西野 さち子

　京都市は「都市計画マスタープラン」の中で、特に
子育て世代の市外流出が止まらないことが課題だと言
いながら、児童館学童保育所の利用料の大幅値上げや
民間保育園への補助金削減等、子育て施策を後退させ
ています。ホテルを呼び込み、地価の高騰を加速させ
ている事への反省は全くありません。市内周辺部から
少し足を延ばせば子育て支援が充実している市町村が
あります。市長総括質疑で市の施策に問題があること
を指摘しました。

　市長総括質疑。「ウクライナ情勢の下での市長の認
識と京都市の平和施策」について直球質問。
　市長は「ロシア軍の即時撤退、平和的な解決を求め
る」「原発攻撃は断じて許されない。唯一の戦争被爆
国として抗議の声を上げたい」「岸田首相の非核三原
則を堅持するという国会答弁に同感する」「脱炭素と
脱原発を両立させる。脱炭素が原発依存にならないと
いうことが理念である」と答弁。
　行財政改革では市長と正面から対決したが、平和、
核兵器、原発に関してはかみ合いました。

　ひと・まち交流館の会議室の有料化について中止を
求める陳情の審査をさせていただきました。その時に
心に浮かんだのが表題の言葉。「行革」の一言で、公
共性が維持できるのかの検証の跡がない…驚きをもっ
て当局の答弁を聞きました。無料だからたまたまでき
る市民活動ではいけないと言わんばかりの市長の発言
は輪をかけて驚きました。市民の税金をお預かりして
全ての市民の健康で文化的な生活を行う権利保障のた
めにあるのが自治体ですが。

戦争反対、核兵器廃絶、
脱原発の声を京都から

子育て世代の市外流出が
止まらないのは市政の問題

大丈夫か、京都市？
　～問われる公共～

1818　　人の
市会議員から一言

団　長　井坂　博文
副団長　西野さち子
幹事長　加藤　あい

格
を
不
当
に
傷
つ
け
る
人
権
に
関
わ
る
許
さ
れ
な
い
行
為
」

と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　�

　
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
圧
倒
的
遅
れ

に
つ
い
て
の
認
識
と
男
女
の
賃
金
格
差
に
つ
い
て
開
示
の
検

討
を
す
る
と
し
た
国
の
動
き
に
つ
い
て
の
評
価
を
質
し
ま
し

た
。
副
市
長
は
賃
金
格
差
に
つ
い
て
「
格
差
が
大
き
い
」
と

答
弁
。
賃
金
格
差
の
開
示
に
つ
い
て
、
市
当
局
は
局
別
質
疑

で
「
大
事
な
動
き
な
の
で
注
視
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　�

　
痴
漢
加
害
の
未
然
防
止
に
つ
い
て
も
、
交
通
局
や
民
間
鉄

道
事
業
者
に
申
し
入
れ
た
内
容
を
示
し
対
策
を
求
め
ま
し

た
。
副
市
長
が
「
痴
漢
・
盗
撮
に
つ
い
て
は
被
害
者
の
心
に

深
い
傷
を
与
え
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
っ
て
犯
罪
で
あ

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

一
、
請
願
・
陳
情

　�

　
今
議
会
に
は
、
保
育
・
学
童
保
育
料
値
上
げ
反
対
、
敬
老

乗
車
証
の
改
悪
実
施
中
止
、
国
保
料
値
上
げ
反
対
、
市
民
活

動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
有
料
化
反
対
、
北
山
エ
リ
ア
開

発
計
画
の
都
市
計
画
か
ら
の
削
除
、
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購

入
補
助
制
度
創
設
、
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実
施
、
教
育

条
件
の
改
善
、
証
明
書
発
行
コ
ー
ナ
ー
の
存
続
、
大
岩
山
の

建
設
残
土
の
全
量
撤
去
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
根
絶
、
西
陣
織

産
地
へ
の
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
対
策
強
化
な
ど
請
願
6
件
、

陳
情
3
5
1
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
意
見
書
・
決
議

　�

　「
姉
妹
都
市
キ
エ
フ
市
を
は
じ
め
と
す
る
各
都
市
へ
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
」
を
、
３
月
１

日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
議
員
の
共
同
提
案
で
可
決
し
ま
し

た
。
党
議
員
団
は
、
市
長
が
世
界
歴
史
都
市
連
盟
の
会
長
と

し
て
「
戦
闘
の
即
時
停
止
と
軍
隊
の
即
時
撤
退
を
強
く
求
め

る
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
原
発
へ
の

攻
撃
や
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
発
言
の
中

で
、
日
本
政
府
に
対
し
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
を
求
め
る
立

場
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市

長
か
ら
「
平
和
首
長
会
議
の
一
員
と
し
て
禁
止
条
約
へ
の
参

加
を
求
め
て
い
る
」「
非
核
三
原
則
は
堅
持
す
る
こ
と
」「
全

国
の
首
長
と
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
」
と
の
答
弁
を
引
き

出
し
ま
し
た
。

　�

　「
加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
に
係
る
公
的
補

助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の

避
難
民
受
け
入
れ
に
対
す
る
地
方
自
治
体
へ
の
支
援
を
求

め
る
意
見
書
」
を
全
議
員
の
共
同
提
案
で
可
決
し
ま
し
た
。

「
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
手
続
の
簡
素
化
と
対
象

職
種
の
拡
大
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

党
議
員
団
は
討
論
で
必
要
な
改
善
を
求
め
ま
し
た
。「
地
方

創
生
と
感
染
症
対
策
に
資
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書
」
に
つ
い
て
は
反
対
し
討
論
で
問
題
点
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　�
　「
豊
田
恵
美
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議
」
を
開
始
本
会
議

の
冒
頭
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
計
同
一

者
に
対
す
る
人
件
費
に
政
務
活
動
費
を
充
て
る
こ
と
を
禁
止

す
る
よ
う
「
運
用
に
関
す
る
基
本
指
針
」
を
改
正
し
、
雇
用

契
約
書
等
の
提
出
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
政
務

活
動
費
の
厳
正
な
執
行
を
求
め
ま
す
。

一
、
終
わ
り
に

　�

　
３
月
24
日
、
京
都
府
知
事
選
挙
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
北

陸
新
幹
線
延
伸
や
北
山
エ
リ
ア
の
開
発
な
ど
、
国
・
府
・
市

一
体
で
進
め
る
大
規
模
な
公
共
事
業
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
市

民
の
い
の
ち
と
生
業
を
守
る
府
政
・
市
政
の
実
現
た
め
に
、

党
議
員
団
は
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
全
力
を
挙
げ
て
奮

闘
し
ま
す
。
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区

かまの 敏徳 下京区河合 ようこ 西京区

　市バス地下鉄運賃の近年中値上げ方針に反対討論。
市長や国の責任追及を放棄し経費節減と利用促進だけ
をめざす道か、自治法や公企法の、行政責任や繰入の
論拠を前面に、その道の追及か、との論点を整理。後
者の道への展望を示しました。自民市議団ニュース
「安易に『値上げ反対』でなく…改定は最後の手段」
は、表現の妙。委員会では、保育園補助金削減撤回、
特に、各園横断的な賃金体系復活、ヘルスピア存続や
GIGA教育でも子どもが主人公、等と求めました。

　市民の暮らしや福祉を支援するための補助金のカッ
トのオンパレードの2022年度予算。対象となる方々
に実態や補助金カットで起こるであろう影響について
お話を伺い、予算委員会で質問しました。耐震化や仕
事起こしに資する「まちの匠」事業、障害児や障害者
施設の運営への支援、民間保育園職員の給与に係る補
助金などなど、現状より予算増額が求められるものば
かりです。関係者の意見をよくきいて検討するという
プロセスを踏んでいないのも問題です。コロナ禍にこ
そ公の役割＝住民福祉の増進を発揮すべきなのに、全
くの逆行。皆さんと一緒に跳ね返して行きたい。

　2022年度予算についての代表質問に立たせていた
だきました。KBS京都で放映され、見ていた人から、
直接、感想をいただきました。「ご苦労さんです。長
い質問時間やったね」「いろいろと私らの知らんこと
があるんやね」「質問の声がよく分かったのに、答え
ている市長の声は、ムニュムニュと何言ってんのか、
わからない」「私らの思いがいっぱいで、追及するの
が、かっこよかったで」などの声をいただきました。
やっぱり「あの市長、早く辞めさせて」、と痛感され
ている人の声が多数でした。

　中小企業支援で貴重な役割を果たしている産業技術
研究所への運営交付金や、商業振興対策費を充実し、
事業者に身近な相談窓口配置を求めました。「引き続
き実態把握し区役所と連携しながら商店街振興をすす
める」と答弁がありました。
　また「地方創生と感染症対策に資するデジタル化の
推進を求める意見書」について閉会本会議で反対討論
に立ち、これまで個人情報を「保護」してきた姿勢か
ら、民間に「提供」する姿勢へと180度転換する「変
質」は認められないと指摘しました。引き続き、行財
政改革強行ではなく、くらし・なりわい支援のため全
力をあげます。

「安易な『値上げ反対』」ではなく公営企業
のめざす方向を示す積極的提案、その他 市長は変えんとあかん

市内企業99.7％を占める中小企業や
商店街応援で公的責任を果たすべき

『公の仕事』は
住民福祉の増進

くらた 共子 上京区鈴木 とよこ 山科区

玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

　市議会に送っていただき23年間経ちますが、過去
最悪のひどい予算だと思います。保育園や障害者施設
への補助金大幅カットは、公共福祉を大きく後退させ
るものです。許せないのはコロナ禍でも頑張ってきた
職員さんに「これまで、必死に保育（障害）の現場を
守り働いてきたことを否定されたように感じる」と
悔し泣きをさせていることです。京都市会には切実な
声が詰まった手紙やメールがたくさん寄せられました。
この声に応える議会であるべきです。

　本会議代表質問で、コロナ禍に福祉を切りすてる市
長の姿勢を断罪し、予算案の基となる「京都市行財政
改革計画」の撤回を求めました。伝統産業予算の抜本
拡充、予算委員会で出機職人が織機のメンテナンス出
張費１回２万円を負担することになる問題の解決を
求め、理事者は「個別相談対応する」と答弁しました。
信愛保育園至近の家主不在型の簡易宿所計画について
撤回を求める住民の声を代弁し、住民の合意なき簡易
宿所を許可しない条例に改正すべきと質しました。

　京都市はお金がないと丁寧な??説明を繰り返して
きた門川市政。ところが結果はどうだ、200億円の収
入増額という事実。共産党の組替え動議で示したよう
に、その200億円を使えば暮らし全てにかかわる値上
げも補助金のカットもしなくしてもいい。しかし、他
会派の反対で否決された。借金返済は大切、でもね
145万人の福祉増進を使命とする地方自治体はやっち
ゃダメだ。大型開発は将来のため必要、とんでもない。
「30年後の新幹線より明日乗るバスを」これだよ。

　今回の民間保育園補助金削減について、保育現場か
ら寄せられる声をつきつけ、市当局の巧妙な誤魔化し
を打ち砕く論戦に終始した議会でした。危惧した通り、
障害児受け入れや保育士さんなどの平均経験年数が高
い園ほど経営は悪化し、新年度早々、ボーナスカット
や一部賃下げとなった園が出始めています。予算に賛
成した他党議員らさえも「検証」「激変緩和」を付帯
決議しなければいけない酷い制度です。何としても抜
本見直しが必要です。

もう、京都市は「子育て環境
日本一」とは言うなかれ!!

全国の流れに逆行、民間保育園
補助金カットは抜本的に見直すべし！

いのち・暮らし最優先の
市政を！

公共の福祉を大幅に後退
させる許せない予算
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　気候危機が深刻な状況の今、森林や農地を管理する
ために、里山周辺に製材所や給食食材の野菜管理セン
ターを作り、大量に出る新鮮な野菜くずを豚や鶏のエ
サとして、家畜のフンは肥料として活用するとごみ
削減。さらに流通を最小限に抑えることで燃料費と
CO2削減になると質疑しましたが、「京都市の農家は、
多品種少量の農家なので給食には向きません」との答
弁でした。行政がCO2削減を真剣になって考えるべ
きとき、京都市として責任を持って取り組むべきです。

　「行財政改革計画」を押し進める本格的な予算が、
共産党を除く会派によって可決されました。長引くコ
ロナ禍で、しかも200億円の収入増、187億円を公債
償還基金に積み立てなくても、その内の53億円を活
用して市民負担を押しつけるのを回避するのが自治体
の役割だと最終本会議で議員団を代表して反対討論に
立ちました。また、陳情が出されていた「加齢性難聴
者への補聴器補助を求める」意見書を全会派一致で採
択できたことも良かったです。

　２月市会市長総括質疑では、京都市の成長戦略に位
置づけている「産業用地の創出」による農地破壊を批
判し、既存事業者への支援の強化を訴えました。副市
長は産業用地創出における農地の転用を「重要な課
題」とし、転用する事業者には「土砂や用排水、日照
の確保などの計画を出させる」としましたが、面でつ
ながっている農地全体を見ない答弁でした。少量多品
種で苦労をされている農家のみなさんの生活と生業を
守ることが大切です。

　左京区選出の豊田恵美議員（現在は自民党を離党）
に対する問責決議が可決されました。
　同居の家族を「事務所職員」として雇って、給料を
支払い、この給料を人件費として計上し政務活動費を
受給していた、つまり、みなさんの税金を家計に入れ
ていたというもの。問題は、その家族の「勤務実態
を確認できない」と報告されていること。「不正受給」
と指摘されるのは当然です。
　自民党の「政治とカネ」をめぐる一連の疑惑の一端
が垣間見えます。

先祖代々の農地を壊す
ことが成長戦略？

自民党の「政治とカネ」
疑惑の一端

市民負担を押しつける
2022年度予算は認められない!!

財政難だと福祉を削らず
雇用の生まれる政策を!!

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　市民をないがしろにした予算の内容でした。年度末
に200億円の収入増が明らかになったのに、「行財政
改革」だと利用料金の値上げや補助金のカット53億
円は断行されました。はなから、市民の暮らしを守る
ことなんて考えてないからこういうことになるのでは
ないでしょうか。このような予算に賛成した自民、公
明、民主の議員の責任も大きいと言わなければなりま
せん。議会直後の知事選挙では多くの方が激怒してい
ました。

　市民生活を支え、地域コミュニティにとってなくて
はならない商店街。長引くコロナ感染症の影響で深刻
な営業を強いられています。日本共産党京都市会議員
団が実施した商店アンケート調査では、売上減少30
％未満が53％と過半数でした。たとえ30％未満の売
上減少であっても家賃・光熱水費などの固定費の負担
が重くのしかかります。こうした事業者には何の支援
もありません。京都経済と市民の暮らしを支えている
個人商店への京都市の独自支援を求めました。

　建設費30億円のバイオガス化施設（伏見区横大路・
南部クリーンセンター内）。党市議団が導入前に何度
も指摘した通り、メタン発酵槽に残渣が詰まり（分別
不十分な家庭ごみを投入するため）、「大変効率の悪い
状態」（市答弁）であったことが分かりました。プラ
ント建設、運転管理を請け負うのは日立造船。京都マ
ラソンでは、運営業務の大半（10年間の総額で35億
円以上）が電通に委託されていたことも判明。大企業
奉仕の市政を今こそ改めるべきです。

商店街・個人商店支援を！

市民の怒りは大きいぞ！

大企業への奉仕止めよ

【声　　明】  民間保育園等職員の給与等運用事業補助金の
削減は認められない（2022/03/25）

【見　　解】  2022年度京都市予算案の組替え提案を発表
（2022/03/01）

【団長談話】  暮らしと仕事を支援する予算への組替えを
（2022/02/17）

【申し入れ】  子ども若者はぐくみ局長の逮捕について
（2022/02/15）

【申し入れ】  民間保育園補助金の再構築方針の撤回を求め
る（2022/01/20）

【申し入れ】  新型コロナウイルス感染症に関する申し入れ
（2022/01/20）

【申し入れ】  原油価格高騰対策で緊急申し入れ
（2021/12/28）

【声　　明】 11月市会を終えて（2021/12/17）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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ロシアのウクライナ侵略への抗議宣伝（2月25日）

敬老乗車証署名提出集会
（2月4日）

■ 新しい委員会の所属が
決まりました。
（◎委員長　○副委員長）
●常任委員会
•総務消防委員会
　◎かまの敏徳　井上けんじ
　　加藤　あい　ひぐち英明

•文化環境委員会
　　井坂　博文　森田ゆみ子
　　やまね智史

•教育福祉委員会
　○ほり　信子　河合ようこ
　　くらた共子　鈴木とよこ

•まちづくり委員会
　○平井　良人　西野さち子
　　山本　陽子

•産業交通水道委員会
　○山田こうじ　赤阪　仁
　　玉本なるみ　とがし　豊

●予・決算特別委員会
　○ やまね智史
（第１分科会副主査）

　○ とがし　豊
（第３分科会主査）

●市会運営委員会
　○ 加藤　あい（理事）
やまね智史（理事）
河合ようこ　とがし　豊

　　ほり　信子　山田こうじ

●関西広域連合議会議員
　　くらた共子
●都市計画審議会委員
　　かまの敏徳　西野さち子
　　山田こうじ
●人権擁護委員
　　赤阪　仁　　ほり　信子
● 後期高齢者医療
　広域連合議会議員
　　井上けんじ


